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序 文

南町E遺 跡発掘調査報 告書 を、 この度矢吹 町調査報告書 第9集 として刊 行す ることとな りま

した。

南町地 区は矢吹町西部天 栄村 との境 、隈戸 川流域 に位 置 し、周辺には数 多 くの文化財 包蔵地

が確 認 されており、早 くか ら文化が開 けた と考えられて います。

今回 は隈 戸川局部 改良工事全体計画 に基 く開削築堤及 び水衝部護岸工事 の施工 に伴 い発掘調

査 を実施 しま したが、実施 に当た りま して は、日本考古 学協会会員永山倉造 氏 に依頼 し調査 を

進 めて いただ くと共 に、須賀川市博物館 長 は じめ関係者 の方 々に御協 力をいただ きま した こと、

心 よ り感謝 申し上げる次第 であります。

今回の調査では、竪 穴住居跡、掘立柱建 物、土坑 など と、 それ らに伴 い土 師器、須恵 器が発

見され ま した。土師 器の杯の調整技法の特 徴 などから、 これ らは奈良～平安時 代のもの と推 察

されます。

現 在、町教育委員 会では埋蔵文化財調査 をは じめとして、文化財案内板の設 置、文化財 め ぐ

りの実施 、民俗芸能の堀 りおこしと伝 承 な どの文化財の保護 ・保 全を進 めて お り、今後 も町 民

の方 々に文化財につ いて 一層のご理解 とご協力 をお願いす る ものであ ります。

この 報告書が今後の調 査 ・研究にご活用 いただければ幸 いに存 じます。

昭和63年2月

矢吹町教育 委員会教育長

円 谷 行 雄



例 言

1． 本報告 書は、矢吹町 南町E遺 跡 発掘調査報告 書である。

2． 本調査 は、隈戸川河川局部改 良工事に係 り、 記録保存のため緊急調査 を実施 した。

3， 発掘調査 は矢吹町教育委員 会 が実施 した。発 堀担当者は永山 倉造 （日本考古 学協 会員）が当

った。

4． 本書に収録 した遺構 ・遺物 の実測図、拓影 は次 の縮図 を原則 と して、 それぞれ スケールを

付 してい る。遺跡全測図1／300、中央べ ル ト1／80、遺構1/60、1／80、カマ ド1／30、溝1／80・1／100、土坑1／40、

土器その他1／3。

5， 発掘調査 及 び、遺物整理 、実測、報告書作成 には執筆 者の指 導 のもとに次の メンバーが参

加 した。

調査員 ：関根保 夫 （矢吹町 文化財保護審議委員）、大野昌子 （阿 武隈考古学研究会 会員）、柴 田

令子 （阿武隈考古学研究 会会員）、大内順子 （阿武隈考 古学研究会会 員）。

6． 本書の執筆 、編集は永山倉造 が担当 した。発 行の責任は矢吹 町教育委員会にあ る。

7． 発掘調査 に際 して次の 方々の協 力 を得た。

小林 日出 丸、樫村多利、安 田義男、須藤源一 、須藤正、安 田新一 、岩崎辰儀 、小林 タカ子、

加藤 ラ ク、須藤 まち子、須藤 八重子、須藤サ トチ、須藤久美 子、佐藤治郎 、矢吹 武、仲西

由佳 （宮城学院 女子大生）、岩 崎浩幸 （東北学院 大生）、西間木健二 （青山学院大史学科）、矢

吹明美。

8． 今回の調査 によって得た資料 お よび記録は 、すべて矢吹町教 育委 員会 が保管 している。

事務局 ：教育 長 円谷行雄 、教育次長 大木豊、主 幹兼学校教育 係長 青木修一 、社 会教育係

長 遠藤大、社会教 育主事 阿部正人、主事 熊田真由美 、社会教育指導 員 佐藤隆、

中央 公民館長 星圭 之助 、前教育次 長 大竹 光典、前社会 教育係長 長岐敬 一、前派

遣社会 教育主事 中野英二 、前主査 矢部静。
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第1章 周辺 の環境 ・第2章 調査経過

第1章 周 辺 の 環 境

第1節 地 理 的 環 境

矢吹地方 は福 島県の中通 りに位置 し、西部 に奥 羽山脈があ り、東部 を南北 に走 る阿武隈山地

の間 をぬ って、栃 木県境那須火 山東山麓に源 を発 する阿武隈 川が三城 目地区 を北流 している。

南町E遺 跡 は矢吹町の西端 にあ り、旧岩瀬郡 広戸村柿之内地 内 に所在する。 この南町E遺 跡

は矢吹丘陵 が、阿武隈川支流 の隈戸川によって形成 された河岸段 丘 にある。 この隈 戸川は隣村

の大信村、信夫地 区の山中 に源 を発 し、町屋 、中新城、下新城 をへて柿之内 に至 り、遺跡の所

で北流 して いる。遺跡のあ る地形 は東北 に傾斜 しローム層が発達 している。

第2節 歴 史 的 環 境

南町E遺 跡 は、古代は岩瀬 郡 に属 してお り、隈 戸川、広戸川沿 岸 に遺跡 が発達 していた。古

墳時代には、天栄村白子の竜ケ塚 古墳、矢吹 町神 田の鬼穴古墳 、谷中古墳な どの、 巨大な横穴

式石室 を有す る大型古墳 があ る。律令時代に入 る と東北地方の開 発が進み、養 老2年 に陸奥国

は分割 され、陸奥、石城 、石 背の三ケ国が置か れ、矢吹地方は石背 国に組入 れ られた。南町E

遺跡 はこの頃 の古代集落跡 と考 えられる。 この石 背国も間 もな く廃止 され再 び陸 奥国 に統合 さ

れている。

柿之内 が歴史 上にその名 が出 るのは江戸時 代前期 で、岩瀬郡児渡荘広戸郷 に属 し、もとは高

林村 うちで あ ったが、白河風土 記によると寛 永20年 から柿之内村 と して、村高833石 であった

とされて いる。

第2章 調 査 経 過

第1節 調 査 に至 る 経 過

矢吹町南町地 区には、奈良 ・平安時代の集落跡 であるA～E遺 跡 があることが確 認 されてい

た。

ここに、福 島県 が隈戸 川河川局部改良工事 を行 う予定 とな り、南町E遺 跡の現状保 存が困難

で あると認 め られるので、文化財保護法 に基 き、昭和54年7月 、予備調査 を行った結果、遺構
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第2章 第2節 調 査 日誌 概 要

の あ る と思 われ る部 分 （南 町120番 地 を中 心 に3，000m2） を、 昭和61年7月2日 か ら、調 査 担 当

者 、 須 賀 川市 立博 物 館 学 芸 員 、 永 山 倉 造 氏 （日本 考 古 学協 会 会 員 ） の指 導 に よ り、 矢吹 町 教 育

委 員 会 が地 元 の地 権 者 及 び作 業 員 の協 力 を得 て発掘 調 査 を行 った 。

第2節 調 査 日 誌 概 要

7月2日 （水 ） ～4日 （金） 南 町E遺 跡 発 掘 調 査 区 内 の 南 西 部 を、 重 機 に よ る表 土 除去 作

業 開 始 。

5日 （土 ） 南 西部 に遺 構 を確 認 す る。住 居 跡2基 （SI－01、02） 、環 状 遺 構1基 。

7日 （月） ～8日 （火） 遺 構 を東 西 に の び る 中央 ベ ル トを設 定 。

12日 （土 ） 器 材 、 用具 、 テ ン トを搬 入 。

14日 （月） テ ン トを設 置 し、 本 日 よ り作 業 員 に よ る遺 構 検 出 作 業 開始 。

18日 （金） ～19日 （土 ） 中央 ベ ル トの セ クシ ョ ン実測 、写 真 撮 影 。 南北 にA～K、 東

西 に1～15の グ リ ッ ドを設 定 。

23日 （水） ～26日 （土 ）C．D－4、5グ リ ッ ドにか け て溝 状 の遺 構 （SD－01） を

確 認 し、 掘 り下 げ る と 多 量の 石 が 出 土 。 南 西部 確 認 面 の 精査 。

28日 （月 ） ～31日 （木 ） 南 東 部 を重 機 によ る表 土 除 去 作 業 開始 。SD－01よ り須 恵

器 、土 師 器 数 点 出 土 。SD－01レ ベ ル測 量 。 南 東部 に 多数 の柱 穴 、 ピ ッ

トを確 認 。SI－01の 掘 り下 げ 作 業 。

8月1日 （金 ） ～6日 （水 ）G．H－9グ リッ ドに 楕 円 形 状 の 遺構 ら し き落 ち込 み を検 認 し

掘 り 下げ る。SI－02よ りつ ぶ れ た形 で甑 が 出 土 。

SI－01、02の 柱 穴 、 セ ク シ ョ ン実 測 。

7日 （木） ～9日 （土 ）B．C－11、12グ リ ッ ドにか け て住 居 跡 （SI－03） を検 出

し掘 り下 げ る と、 切 り合 っ て住 居 跡 （SI－04） が検 出 さ れ る。F－11

グ リ ッ ドに住 居 跡 （SI－05） を検 出。

11日 （月） ～19日 （火）C～E－9～11、G－9グ リ ッ ドの 表 土 除 去 作 業 。SI－0

3よ り硯片 が出 土 。D．E－3グ リ ッ ド精査 によ り柱 穴 多数 検 出 。

20日 （水） ～23日 （土）SI－03、04の セ ク シ ョ ン実 測 。GH－9グ リ ッ ドの 遺

構 セ ク シ ョ ン実 測 。H－12に 住 居 跡 （SI－06） を検 出 。D－12グ リ ッ

ドに環 状遺 構 検 出 。F－11グ リ ッ ドに溝 状 遺構 （SD－02） を検 出 。

25日 （月 ） ～30日 （土 ）SD－02掘 り 下げ 作 業 。C－14グ リ ッ ドに溝状 遺 構 （SD

－03） を検 出 し掘 り 下げ作 業
。E．F－14、15グ リ ッ ドに住 居跡 （SI－
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第2図 遺跡全測図
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第3図 中央ベルト断面図
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第3章 第1節 竪 穴住 居跡

07、08） を検 出 し掘 り 下げ作 業。G ．H－9グ リッ ドの遺 構 は住 居 跡 と

確 認 、SI－09と する。D．E－13、14グ リ ッ ド表 土除去 作 業 。

9月1日 （月 ） ～6日 （土）SI－05、07、08 、09の 精査 。 柱穴 群 の セ ク シ ョ ン

実 測 。

8日 （月 ）SI-05柱 穴 、 セ クシ ョ ン 、 エ レベ ー シ ョ ン実 測 と写 真撮 影 。B－10グ

リ ッドに カマ ド検 出。 南 東 西 壁 は調 査 区外 の 為 、北 壁 と カ マ ドの み で住 居

跡 （SI-10） とす る。 遺 跡 全体 の 精査 及 び 清 掃 を もっ て、 本 調 査 の 作 業

員 全員 に よ る 検 出作 業 を終 了。

9日 （火 ） 調 査 員 と 残 り の作 業 員 に よ る セ クシ ョ ン、 平 面 、 エ レベ ー シ ョ ン実 測 を開

始 。

10日 （水 ） ～20日 （土 ）F－3グ リ ッ ドの ピ ッ ト、 柱 穴 セ ク シ ョン実 測 。SI－03

－08の 平 面
、 エ レベ ー シ ョ ン実 測 。SI－08と 切 り合 う住 居 跡 （SI

－11） を検 出。

24日 （水 ） ～30日 （火 ）SI－09、10の セ クシ ョン、 平面 実測 。 柱 穴 群 の 平面 実 測

開始。 柱 穴 群 の 中 で、建 物 遺 構 として 全体 の 規 模 が推 測 され る もの を建物

跡 （SB） とし てNOを 付 け る。

10月1日 （水 ） ～4日 （土）SB-01 、02の 柱 穴 、 エ レベ ー シ ョン実測 。 建 物 跡 の柱

穴 エ レベ ー シ ョン及 び平 面 実 測。

6日 （月 ） 建 物跡 の 柱 穴 、 エレベ ー シ ョ ン実 測 終 了 。 本 日 を もって 南町E遺 跡 の現 地

発掘 調 査 を終 了。 器材 、遺 物 等 の運 搬 作 業 。

7日 （火 ） 本 日 よ り報 告 書 作成 の た め の 遺 物 整理 、図 面 整 理 等 にと り か か る。

第3章 遺 構 と 遺 物

第1節 竪 穴 住 居 跡

第1号 住居跡 （第4図 、第5図 、第3図 版、第1表 ）

〔検出状況〕C．D－5～6グ リ ッドにかけて検出 された住居跡で ある。本遺 跡 の西南端 に

位置す る。 稲作の開田 に より遺構がほ とん ど削 平された状 態 では あるが、原形 はかろ うじ

て破壊 を免れた。遺構は粘 土層 を掘 り込 んで構築 されている。 又住居跡 をわずかに切って

意味不明 の円 形遺構 が検 出 された。 又第11号 建物跡 と重複 関係 にある。

〔プラン ・規模 ・方向〕 東西6．5m、 南北6．4mの 方形プランを呈 する。第4号 住居跡 に次
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第3章 第1節 竪穴 住居跡

ぐ比較的大形 の竪穴 式住居跡 で、西南 コーナーが第1号 遺構 （SX－01） に切 られてい

る。 中心線は南北 軸方向N－1° －Wを 示しほぼ直交 する。

〔覆土〕 深 さは約20cmあ り、砂質黄黒褐色土の 第1層 、壁側 、床 面 と全体 に焼土粒 を多量

に含む黄褐色土 の第2層 が堆積 してい る。

〔壁 ・床面〕 両壁 とも削平 された。床面は東南 コー ナーが削平 されたがその他 は割 合保 存

状況 は良 く、ほ ぼ平坦で、若干叩 きしめられてい る。床面全体 に焼 土ブロ ックが検 出 され、

火災による もの と も考えられ る。

〔ピット〕 住 居跡 内か らは14個 の ピットが検 出 された。 この うち本住居跡 に伴 う柱 穴 と推

定 されるもの はP1、P2、P4、P6、P13で ある。P5、P7、P8、P11、P14は 柱痕の間隔 か ら想定 し

て建物跡 （SB-11） と推定 した。P1～P4の 主柱 痕 間隔は3．1m～3．2mと ほぼ等 しい。断

面観察の結 果、柱痕 も明確 に検 出 され、又P2の 柱 穴の中か ら多量 の焼土 が検出 された。

〔周溝〕 カマ ド左袖付近を除 いてほぼ全周 して いる。幅は床面で約15cm～30cm、 深 さは15

cmで ある。断 面形 は舟底形を呈 し、周溝内覆土 は黄褐色土 の砂 質であ る。

〔カマ ド〕 北壁 の中央 に構築 されているが、 上部 はほ とんど削平 されている。住 居跡の規

模の割には浅 い掘 り込みで、燃焼 部は熱変し焼土 化 してお り、焚 口部 は掻 き出 されたと思

われる焼土 、白灰 、木炭が見 られ る。煙道部は すで に削平 を受 けているため観察不能 であ

る。 右袖部はP5の 柱穴によって破壊 されている。

〔遺物〕 本住 居跡 南西の溝付近床面 より甑 がつ ぶ れた状態ではあるが完形 で出土 した他、

土師器の杯、甕 、須恵器の甕等 、復元実測で きた ものが6点 、実測不可能な もの が数点出

土した。

土師器 （第6図 、第25図 版）

杯 （1） 床面直上 層 より出土 した完形品である。体 部下半に角張 った段 を有する丸底の杯

であ るが口縁部は内 彎 しながら直 立気 みに立 ち上が る。 外面、体部 上半には、 ヨコナデ痕が観

察 され、底部は不定 方向へのヘ ラケズ リ調整が施 され ている。内面は外面の段 に対す る稜線 を

持 ち、ヘ ラミガキ調 整 が施 され、黒 色処理 がなされ てい る。口径13cm、 器高3．6cmを測 る。

甕 （2） 床面直 上から出 土した、底部を欠 く胴部 上半から口縁部 にかけての1／6を復元実測

した。直線的 な胴 部 から緩 く外反 する口縁部を有す。 内面 には、まきあげ痕 が観察 される。外

面口縁部は ヨコナデ、胴 部は縦 方向 の細かな擦痕が観 察 されるが、痕跡 は浅 く、ヘ ラナデと判

断 され る。推定 口径19．5cmを 測 る。

甕 （3） 床面壁 際 から出土 した底 部破 片を復元実 測 した。底部 には木葉痕 を残す。内外面

共 に手持 ちヘ ラケズ リ、底部外面 には ヨコナデが観察 され る。推定底部6．5cmを測 る。

甑 （4） 床面 南側壁際 より出土 した長胴型で無底 式の大型の甑で ある。つぶれた状態 では
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第3章 第1節 竪穴住居跡

あったが、ほ ぼ完形 である。器形 は、底部 よ りやや内反 しながら立 ち上が り、胴 部で直線的に

立 ち、口縁 部で外 反しなが ら開 く。成形は、輪積 み を行い、胴部外面調整は、手持 ちヘ ラケズ

リが観察 され る。体部上半、口縁部 には ヨコナデ が施 されてい る。体部下端 には、径7mmの 穿

孔 と思われ る孔 が相対 して2個 つけられている。器高29．5cm、 口径23．2cm、底部 孔径9．3cmを

測 る。

甑 （5） 床面 より出土 した甑の底部である。 内外面共摩滅が著 しい。底部 よ り体部へ 直線

的 に広が りをもつ。底部 の器肉は1．5cmと厚 く重量 感 がある。外面一部 に巻 き上げ痕 が残 る。焼

成は普通。胎 土 は荒 く砂粒 が若干混入。黄褐色 を呈 し、内外面 共一部黒色 を呈す。底 径5．4cm、

底部の孔径2．1cmを 測 る。

須恵器 （第6図 、第25図 版）

甕 （6） 円 形遺構の溝上層 よ り出土 した甕 の破片 を復元実測 したものであ る。頸部 から強

く外反 し平担 な口縁 部を持つ ロ クロ成形である。内外面共 に青灰色 を呈す る。推 定口径19 ．8cm

第5図1号 住 居跡カマ ド

―8―



第6図1号 住居跡出土遺物

1

2

3

4

5

6

―9―



第3章 第1節 竪穴住居跡

を測 る。

第1表 第1号 住 居跡出土土器一 覧表

第2号 住居跡 （第7図 、第3図 版、第2表 ）

〔検 出状況〕C．D－6～7グ リッ ドにまたが る住居跡 で、第1号 住 居跡の東側 に位 置す る。

本住 居 も開 田によ り削平 され た状 態ではあるが、床 面は割合に保存状況 は良好 で あった。

プラ ンは 第3層 上面で確認 され た。

〔プラン・規 模 ・方向〕 南北5．15m、 東西5．15mを 測 り、ほぼ正方 形のプランを呈 する。

中心線は南北 軸 方向N－8° －Eを 示す。

〔覆土〕 厚 さ5cm～15cmに 堆積 した焼 土を多量に含 む黄褐色 土が主体 を占め、床面 上の 黄

黒褐色土に分け られる。中央部 近 くの床面に木炭 を多量に含む黄褐 色土が堆積 してい る。

〔壁 ・床面〕 全壁 とも遺構の 上部 が削平 され、壁 の残 りはあ まり良 くなかった。東壁中央

で15cm、 南壁 中央で10cmを 測 る。床面はあま りしまっておらず、北 東に向 って若干低 くな

っている。 又全体に多量の焼土 、炭化物が堆積 しているので、火 災によるもの と思 われる。

〔ピッ ト〕 床 面か らP1～P6の6個 が検出 された。 位置、大きさ、深 さなどか らみて、P1～

P4は柱穴 と考 え られる。P5は カマ ド右側 に位 置 し、25cmと浅 い。柱痕 の間隔はP1～P2は2．55

m、P2～P3は2．95m、P3～P4は2．65m、P4～P1は2．9mと なってい る。柱穴の断 面観 察では

柱痕跡 が不明確 である。P2のピ ッ トの中とその まわ りから炭化物 や焼 土が多量 に出土 した。

〔周溝〕 カマ ドと思 われる北壁 中央付近を除 いて全周 してい る。幅 は床面で15cm～20cm。

底面では約10cm、 深 さは15cmで ある。周溝内覆 土は黄黒褐色の砂 質土である。

〔カマ ド〕 北 壁中央に多量の焼 土が見 られた が、カマ ドとしての確認 までには至 らなかっ

たが、焼土、炭化物 、焼石等の状 態か ら考 えると、カマ ドと想定で きる。煙道 は削平 され

た もの と思 われ る。

〔遺物〕 覆土 内床直 上より杯の破 片 と高杯の一部 が出土し、 カマ ドと思 われる焼 土付近 か

らは、つぶ れた状 態で筒形の甑 が出土 し、 又その まわ りに接合不可能 な細かい甑 の同一体

の破片 が散乱 していた。その他 実測不可能 な土師 器片が17点 出土 している。
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第3章 第1節 竪穴住 居跡

第8図2号 住居跡出土遺 物

土 師器 （第8図 、第25図 版）

杯 （1） 床面直 上よ り出土 した約1／6が遺存する杯 の小破片 を復元実測 したものであ る。 丸

底の底 部 をもつ と考 え られ、底部 と体部 の外面境 界には稜線 を形成 し、内面 にはそれに対応 す

る稜線 をもつ。体部 は若干丸みが感 じられるがほぼ直線的 に外傾 し立 ち 上がる。外面調 整 は、

底 部 と体部 下半には手持 ちヘラケ ズ リ、体部 から口縁 部 にかけては ヨコナデが観察 され る。内

面 はヘ ラミガキの調整 で黒色処理 が施 されている。推 定 口径14．4cmを測 る。

高 杯 （2） 床 面直 上よ り出土 した高杯形土器の脚 部 である。内彎 気み に立 ち 上がる杯 部 と

上半 が短 く直 立し、 下半がラッパ状 に開 く脚部 とが組 み 合わさった もの である．内外 面 とも摩

滅 が著 しいが、脚 部外 面には手持 ちヘ ラケズリ痕 が観 察 され、杯、脚 部共 に内黒処理 が施 され
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ている。

甑 （3） 住 居跡 カマ ド焚 き口 より検出された約2／3が遺存す る甑 で ある。胴部 は直 立的に 立

ち 上が り、 全体 に筒形状 を呈 し小 型である。外 面は摩滅が著 しいがヘ ラナデが施 され、内面は

粘 土接合痕 が遺 存 してお り輪 積み成 形と観察 され る。体部から口縁 部 にかけて器厚は薄 く、全

体 に技法は粗 雑で ある。底 部に は木葉痕がわずかに観察 される。 推定 口径10．3cm、 底径7．8cm、

底 部孔径3．8cm、 器高10cmを 測 る。

第2表 第2号 住居跡出土土 器一覧表

第3号 住居 跡 （第9図 、第5図 版 、第3表 ）

〔検出状 況B－11～12。C－11～12グ リッ ドに位置 し調 査区 内の 東南端 にあたる。第3号

住居跡 は第4号 住居跡の 西壁 を切 ってお り、重複 した状態 で検出 された。 表面 はわずかに

削平 されては いるが、床 面 まで黄褐色 土の粘 土層 を切り込 んで構築 されている。比較的、

検出状況 は良好である。

〔プラン ・規模 ・方向〕 東壁は確認され ないが、断面観察 によ ると全体の プラ ンは隅 丸方

形を呈す る。南北4．1m、 東西4．4mを 測 る。 西壁を基軸 と した軸線 の方向はN－10°－Wで

ある。

〔覆土〕 深 さは中心 で30cmあ り、整然 と した堆 積が観察で き、住 居内覆土は4層 に分 けら

れる。 第1層 は明褐色 土、第2層 は黒褐色 土、第3層 は黄黒褐 色土、第4層 は白黄色土（粘

土質） に分け られ る。

〔壁 ・床面〕 南壁、北壁 、西壁共 わずかに削平 されてはいるが、壁の保存状態 が良 く黄褐

色土の粘 土層 を垂直近 く掘 り込 まれている。床 面は断面観察 では、赤黄褐色土 と黒褐色土

の混 じった土 が敷 き固め られた貼 り床を施 していて平坦 であ る。又第4号 住 居跡 との切り

合いに焼 土、炭化物 の層 を確 認 した。層位 、位置 との関連 か らみて、カマ ドの痕跡 とも推

定 され る。

〔ピッ ト〕 住居内か らは 不整円形を呈す るピッ トが3個 検 出 された。間隔 は、P1～P2は2．8

m、P2～P3は2．7mと ほぼ同 間隔で、位置か らみ て柱穴 と考 えられるが、3個 共比較的掘 り込

みが浅 い。 又P1は 、 ピッ ト内 からロクロ成形の内黒の杯が数点 出 土しているので、 カマ ド

と想定 される焼 土の 右側 に位 置するところから貯蔵穴 とも考え られる。

〔周溝〕 確 認 されなかった 。
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〔カマ ド〕40cm×60cmを 測 る赤榿色の焼 土の塊が観察 されたが、位置 的 にみ て、 カマ ドと

推定 され るが、原形 を確認す るこ とが出来なかった。

〔遺物〕 （第10図 、第11図 、第26図 版、 第27図 版、第3表 ）

遺 物 は覆土 各層 から出土 している。 多くは第3層 、床 面 土より集中 して出土 し、 主として土

師器の破片 が多く占め る。 第3号 住 居跡 と第4号 住居跡 の切 り合いに壼 （図9） と、段 を有す

る杯 が出土 してい る。P1の ピ ット内よ り、 ロクロ成形の平底の杯、床面 よ り円面硯 の破片が 出

土 し、南 東コーナーよ り、焼土 と細 かい土師器片や小石が 多く出土 している。

土師 器 （第10図 、第26図 版）

杯 （1） 床面直上 よ り出 土 した。全体 の1／5遺存を復 元実測 した。体部中央 に角張 った段 を

有す る丸底の杯であるが、口縁部は内彎 しなが ら直立気み に立 ち上が る。外面 口縁部は ヨコナ

デ、底部 は手持 ちヘ ラケズ リ調整 が観察 され る。体部中央の段 はヘ ラ状 の工具 で削 り取 った と

推定 され る痕跡 がみ られ る。内面には稜 線 が観察 され、摩滅気みではあるが口縁部 と体部 下半

にヘ ラ ミガキ痕 が、 わずか に認められ る。内黒 処理 がなきれ ている。推定 口径14．5cm、 器高4

cmを 測 る。

杯 （2、3、4） 床 面直 上より出 土した杯 の破片であ る。（2） は外面 口縁 下端 に軽い段 を

有す る。 外面口縁部、体部 共にヨコナデ調整 をうけ、かす かにケズリ痕 が観察 され る。（3） は

口縁 部 と体部 に明瞭な段 を有する。外面口縁部 には ヨコナデ、体部には手持 ちヘ ラケズ リ痕 が

観察 され る。内面は摩滅 が著 しいが全体 に横方向の ミガキ痕が認められる。（4） は体部 よ り口

縁 部へ 向 かい内湾 し、境 界に凹 を持 ち、直線的 に外反気 みに立 ち上 がる。外 面口縁 部中程 に稜

線 がみ られ、小型の壺 形杯 であろうと推定 され る。外面 口縁 部には横方向へ の荒い ミガキ痕 、

体部 には縦 にヘ ラケズ リの後、横 方向へ の荒い ミガキが施 されている。内面 には、口縁部、体

部共 に横 方向への荒い ミガキ痕 が観察 される。（2、3、4） 共 に内黒処理 が な されている。

杯 （5） 住 居跡P1覆 土内よ り検出 されたロ クロ成形 による杯の破片 を図上復 元した。体部

より口縁 部 までやや内反 して立 ち上が る。色 調は赤褐色 を呈 し、焼成はやや不良 である。摩滅

が著 し く、ロ クロの回転方 向や技法は不明 であ る。内黒処理 が施 されてい る。

杯 （6） 帽 跡P1付 近 の覆土内 より出土 した約3／4を遺 存す る杯 を復元実測 した。 ロクロ成

形に よる。 くすんだ黄褐色 を呈 してい る。外 面底部か ら底 部 下半にかけては手持 ちヘ ラケズ リ

調整 が施 され、内面は底部 を放射状 、体 部 から口縁部にかけ横 方向のヘ ラ ミガキ調整後黒色処

理 をして いる。推定口径14．8cm、 器高5cmを 測 る。

杯 （7） 住居跡P1覆 土内 より検出 された ロ クロ成形 に よる杯の完形品 を復 元実測 した。底

部は平底 で、体部はやや波打 ちながら外傾 し立 ち 上がる。 器肉は3mmと 薄 い。 底部切 離 し技法

は回転 ヘ ラオコシであ る。器面の摩滅 が著 しく詳細な観察 はで きないが、外面底 部か ら体部下
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半には、かすか に手持 ちヘ ラケズ リ調整 がみられ、内面 には横方向 にヘ ラミガキが施 されてい

る。内黒処理 がな されている。口径14cm、 器高4．8cmを 測 る。

杯 （8） 住居跡 床直 上面よ り出土 した破片 を図上 復元 した。平底 の杯と推定 される。内黒

処理 が施 され、外 面底 部は手持 ちヘ ラケズリ調整、 内面 にはヘ ラナ デ痕 が観察 され る。

甕 （9） 第3、4号 住居跡切 り合 い床直上 より出土 した底部の み欠損の甕 を復元実 測 した。

ロクロ使用による成形 で、後、内 面 に黒色処理が施 され ている。体部 は丸みを持 ち頸部 に至 り、

口縁部は くの字 に強 く外反する。 内面口縁部 に細 かい ミガキ、体部上 半に向けて荒い ミガキが

施 されている。体 部 下半 には手持 ちヘ ラケズリ調整 が施 されてい る。 外面口縁部か ら体部上半

にヨコナデ、体部 下半 は手持 ちヘ ラケズ リ調整が施 されている。口径19 ．8cm、体部 最 大径20．2

cmを 測 る。

壺 （10） 第3、4号 住居跡切 り合いより出土 した底 部 を復元実測 した。全体的 にはコ ップ

形 の器形を呈す る壺 かと思われる。 器肉は小型で あるに もかかわ らず1．2cmと厚 く重 量感 がある。

摩滅 が著 しく、内面 は荒い手持 ちヘ ラケズリ痕 と推 定 される凹凸が全体 的に残 り、かす かにナ

デ痕 も観察 される。 外面体部下端 に、わずかに手持 ちヘ ラケズリ痕 が観察 される。底径6．3cm

を測 る。

壺 （11） 第3、4号 住居跡切 り合いより出土 した底部 を復元実測 した。小型 の壺 であろう

と思 われる。外面体 部下端に手持 ちヘ ラケズリの後、 ヘ ラ調整が施 され、内面は手持 ちヘ ラケ

第11図 第3、4号 住 居 出土遺物
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ズ リとナデが観察 される。外面底部 には木葉痕が認め られる。底径7．3cmを 測 る。

甕 （12） 住 居跡床直上よ り出土 した口縁部 の破 片 を図 上復 元実 測 した甕 である。 口縁部下

端 に緩 いくびれ があ り、外反す る口縁部 を持つ、胴部は上位に張 りをもって緩 く膨 む小 型甕 と

推 定 される。摩滅 が著 しく調整痕 は不明瞭であ るが、 口縁部の内外 面共 にヨコナデ痕 がみ られ、

そのためか口縁部 と胴部の境界 には緩 い段 が観察 される。推定口径14．6cmを測 る。

甕 （13） 住居跡 よ り出土 した底部約1／4を復元実測 した甕 であ る．底部 より体 部へ直線 的に

外 傾する。内外面 共に摩滅が著 しいが、体部下端 に手持 ちヘ ラケズ リ、内面 には、わずかに ヨ

コナデが観察 される。底部 には木葉痕 を残す。推定底径8．2cmを測 る。

須恵器 （第11図 、第27図 版）

円面硯 （14） 住 居跡床面 より出土 した脚部の破片 を図上復元実測 した円面硯 であ る。脚体

部側面に透 し窓 がつけ られ透脚硯 と考 えられるが、 スカシの数は不明 である。脚 部下端 に一条

の稜線 を有す る。成形はロクロによ りスカシはヘ ラ切 りによるもので ある。推定 底径17cmを 測

る。

円面硯 （15） 住 居跡床面 より出土 した破片 を図 上復元した円面硯 の脚部で ある。脚体部側

面 に透か しの一部 が観察 され透脚 硯 と推定 される。 成形 はロクロ によ り透 かしはヘ ラ切 りによ

るもの と推定 され る。

第3表 第3号 住 居跡出土土器 一覧表
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第4号 住居 跡 （第9図 、 第5図 版、第4表 ）

〔検 出状況〕B－12～13、C－12～13グ リッ ト内に、第3号 住 居跡 と第4号 住居跡の切 り

合 いをもって検出 され た。検出面は第2層 上位で、黄褐色土 を切 り込んで構築 されてい る。

全体的 には、遺存状況 は、やや良好で あるが、北東部分 に多量 の焼土が露 出 し、平面プ ラ

ンの検 出作 業が非常 に困難であった。又第6号 溝 と第8号 土坑 が重複 して、検出 された。

〔プラン ・規模 ・方向〕 平 面プランは西壁 中央 が、第3号 住居跡 に切 られ、南東 コーナー

が河川 によって破壊 されてい るが、南北6．95m、 東西6．7mを 測る方形プ ランを呈する。当

遺跡の竪穴住居跡の中 では大型 の住居跡 で ある。南北線 の中点 を通 る軸線 はN－3° －Wで

ある。

〔覆土〕 住居内は、第4層 の堆積土 を認め、 第1層 は砂 質明褐色 が堆積 し、第2層 は焼土 、

炭化物 を含 んだ褐色土 で あ る。第3層 は焼土粒子 を含む黒褐色土、第4層 は粘 土質の黄褐

色土 が堆積 している。周溝 は焼土粒の含ん だ黄褐色土 を確 認 できた。

〔壁 ・床〕 壁の一部は破 壊 されてはいるが、他は明確 に検 出 された。残存 す る壁はほぼ垂

直に立 ち 上り、最も高い 西北壁 が45cm～55cmを 測 る。南壁 中央 は提 防の盛 土のため不明確

であ る。床面は溝 との範囲 は明確に検 出 された。床面全体 は平坦ではあるが、中央部より

北側に粘土混 じりの焼 土 が深 さ10cm～15cmで 広範囲に検 出 された。床面の保存 は良 く、焼

土 を広 げ叩 きしめた貼 り床 である。床面 精査の段 階で焼土 を取 り除いた下層 か ら第8号 土

坑 と、P1、P5、P6の3柱 穴 が確認 された。

〔ピ ッ ト〕 床面からP1～P9の9個 のピ ッ トが検出されている。P1～P3は 柱 穴 と考えられ、

いずれ も平面形を呈 して いる。深さ3個 と も45cm～55cmと ほぼ等 しい。又柱 の間隔 はP1～

P2は4．0m、P3～P1は4．1mで ある。断面観察 の結果、柱 痕 も明確に検出 され、埋土 には黄

褐色土 を用いている。P8とP9の ピッ トは焼 土層の下 にあり、深 さはP8が48cm、P9は45cmと

深 く貯蔵穴 とも考 えられ るが、遺物の出土 はない。

〔周溝〕 切 り合 いによって一部 は確認出来 ないが、ほぼ全周 す る。東側 の溝 は第6号 溝 に

よって切 られている。溝 の平均巾は、30cm前 後 と思 われ る。深 さは床面か ら6cm～10cmで

Ｕ字状 を呈 する。北東隅 に溝 と第8号 土坑 に付随 した溝 が合流 した状態 で検出 された。

〔カマ ド〕 確認 されな かったが、カマ ドの崩壊土 と思われ る多量の焼土が第8号 土坑左側

に堆積 しているところ か ら、位置的にみ て、北壁中央に設施 されていたと も考えられる。

〔遺物〕 遺構内か ら出土 した遺物は、 ごくわずかである。床 面に密着 して出土 してお り土

師器 がほ とんどを占め るが、二片だけ須恵器破片が南壁 際焼土内 より出土 した。第3号 、

4号 住居跡 との切 り合い部 か ら出土 した遺物 は、第3号 住 居跡出土 としたため、第4号 住

居跡 か らの 出土遺物 は、土 師器が復元実 測可能 なもの6点 、 不可能なもの8点 、須恵器で
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は図上復元可能 なもの1点 、不可能 なもの1点 であ る。

土 師器 （第12図 、第27図 版）

杯 （1） 第4号 住居 跡北東 コーナー溝 よ り出土 した口縁部約1／6遺存の杯 を復元実測 した。

他、 同一地点より破片 が5点 出土 したが、いずれも結合不可 能である。体部中央 に角張 った段

を有 す る丸底の杯 と思 われ る。口縁部 は内湾 しながら外反気 みに立 ち上がる。口縁部下半 に軽

い稜線 がみ られ、外面 体部上半 にかけて対応 する凹 を呈 している。外面 口縁部 に手持 ちヘ ラケ

ズリ痕 、口縁部 と内面 口縁部 には縦方向 への ミガキ、体部 には斜 めの ミガキが観察 される。内

面 には黒色処理 が施 され ている。推定 口径約15cmを 測 る。

杯 （2） 第4号 住 居跡 よ り出土 した口縁部約1／6遺存 の杯 を復元実測 した。体部 は器高の低

い円錘状 を呈す ると思 われ る。体部 と口縁部の境に明瞭 な稜線 を有 し、口縁部 は直線的 に外上

方 にやや ひらいて立 ち上 が る。外面口縁 部 には横方向へ の ミガキが明瞭 に観察 され、体部下半

には、手持 ちヘ ラケズ リが施 されてい る。内面には、横 方向への ミガキがみ られる。内黒処理

がな されている。推 定 口径11．5cmを測 る。

杯 （3、4） 第4号 住 居跡床直 上より出土 した杯 の破 片 を図 上復元 した。（3） は、体部 中

央 に段 を有する。摩 滅 が著 しく、充分 な観察はで きない が、外面体部には、 かすかに手持 ちヘ

ラケ ズ リ痕 とナデの後 が観 察 される。内面 は黒色処理 が施 され、口縁部 には、ヘ ラ ミガキ調整

が施 してある。（4） は 、内外面体部 に段 を有 し、口縁部 が大 きく外反す る。外面口縁部には ヨ

コナ デ、体部 には手持 ちヘ ラケズリが施 されている。内面 は黒色処理 され、ヘ ラ ミガキ痕 が観

察 され る。2片 共、丸底 を呈すると思 われる。

甕 （5） 第4号 住居 跡南壁よ り出土 した胴部約1／6遺存 を図上復元 した。胴部 が膨む形 をも

ち口縁部 へ向けて内湾 す る非 ロクロ成形 によ る甕の体部 であろ うと思 われる。外面黒色処理 が

なされ、手持ちヘ ラケズ リ後ヘ ラナデが施 され ミガキ痕 が観察 される。 また体部上半 にはハケ

目が残 り、巻 き上 げ痕 が認 められる。 内面体部 にはヘ ラケズ リ痕 、巻 き上 げ痕 が明瞭 に観察 さ

れる。推定最大胴径20．3cmを 測 る。

壼 （6） 第4号 住 居跡南壁付近 よ り出土 した壺の底部 を復元実測 した。体部 下半 には手持

ちヘ ラケズリの後 、ヘ ラ調整 が施 されてい る。内面体部 には手持 ちヘ ラケズ リ痕 が観察 される。

外 面底部 には、木葉痕 が明瞭 に観察 され る。底径7．2cmを測 る。

須 恵器 （第12図 ）

甕 （7） 第4号 住 居跡 南壁焼土内 より出土 した須恵器の破片であ る。厚 さか ら小型 の甕 で

あ ろ うと思 われ る。外面体 部に条線状の叩 き目とヨコナデ痕 が観察 され る。内面体 部には波状

紋 がみ られる。
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第12図 第4号 住 居跡出土遺物

第4表 第4号 住居跡出土土 器一覧表
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第5号 住居跡 （第13図 、第14図 、第6図 版、第5表 ）

〔検 出状況〕F．G－11グ リットにまたがる住居跡 であ る。遺構検出面 は2層 面で確認 され

た。全体的 にあ まり削平 されず、保存状況 は良好 であった。本住居跡 は西側に第1号 土坑

と第3号 溝 が重 複 して確認 された。第1号 土坑 と住 居跡 との関連性 は判明 しにくい。

〔プラ ン・規模 ・方向〕 西壁の一部が切 られているが、3．7×3．4mの 隅 丸方形 を呈す ると

思 われる。カマ ドは北壁中央に作 られ ている。 中心線は南北 軸方向N－15°－Wを 示す。 当

遺跡 の検出の住 居跡 の中では比較的規模が小 さい住 居跡である。

〔壁 ・床面〕 西壁 は第1号 土坑 に よって破壊 されては いるが他 の 三壁は明確 に検出 されて

いる。遺存す る壁 はすべてほぼ垂直で ある。東壁 が約25cm、 南壁 が約32cmを 測 る。北壁 は

一部攪乱 されて いる。溝底 から55cmを 測 る。壁 は黄色土の小石 まじりの砂質土 を掘 り込 ん

で構築されてい る。床面は全体 に平坦 で、黄褐色 土の砂粒 と粘土 の混 じった土 を約5cmの

厚 さに固くたた きしめた貼 り床 を、土坑 との切 り合 いで確認 した。

〔覆土〕 堆積土 は5層 からなり、 自然堆積 を示す。1層 はしまりの ない暗黒褐色 土、2層

は黄黒褐色土、3層 は灰茶褐色土 、4層 は粘土粒の含 んだ暗黒褐色 土、5層 は黄褐色 土に

分け られ、中央 で深 さ45cmを 測 る。壁際 は三角堆積 が観察 されたが、壁の剥落土 と思われ

る。

〔ピッ ト〕 床面 には5個 のピ ットが検 出 された。P1～P4ま での ピッ トは大 きさが約20cm～

25cm、 深 さは約37cm～45cmを 測 りほぼ等 しい。柱の 間隔はP1～P2は1．75m、P2～P3は1．45

m、P3～P4は1．7m、P4～P1は1．55mで ある。P1～P4の 中からは柱痕 は検出 されないが位置

的 にみて、柱穴 と考 えられる。P5は24cm×18cm、 深 さ25cmを 測 る。

〔カマ ド〕 カマ ドの燃焼部か ら煙 道部は北壁際の溝状 の くぼみによって切 られ確認す るこ

とが出来なかった。 カマ ドの焚 口 に凝灰炭と思 われ る割石 を入れ補強 している。袖部、構

内堆積土 と区別 がつ かず確認に困難 を費 した。 全体 の遺存部はわずかで、全体形の構造 は

明 らかにし得な いが、両袖の基底 面 と燃焼部 の一 部 が残 っている。 焚口付近 に巾10cm、 長

さ33cmを 測 る長方形 の石 が1個 床面上 より、検 出 され、又右袖付近 か ら数個の石 が検 出さ

れた。

〔遺物〕 本住 居跡 内出土遺物は、第1層 覆土内よ り甑 の破片が2点 、 その他 、実測 不可能

な土 師器の破 片 が5点 、出土 したの みである。長 方形 の石が、炉の前、床 直上面 よ り検 出

されている。

土 師器 （第15図 ）

甑 （1） 第5号 住 居跡べル ト内 よ り検出された。体 部 下端 （孔部）約1／6遺存の甑 と思われ、

体 部上 半の破片 を図上 復元実測 した。底 部よ り胴部へ直 立的に立 ち 上り長胴形 を呈す ると思 わ
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第13図 第5号 住居跡、第1号 土坑、第3号 溝跡
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第14図 第5号 住 居跡、カマ ド跡

れ る。器肉は 、胴 部 が6～8mmと 薄 くな

っている。外面底 部周辺には 、 手持 ちヘ

ラケズリとハ ケ目 が観察 され、 胴部には、

縦 方向のハ ケ目 と、 わずかにナデがみ ら

れ る。内面底部 には、手持 ちヘ ラケ ズリ

と横 方向への ナデ、体部には、 手持 ちヘ

ラ調整が施 されてい る。内外面共 に巻 き

上げ痕が観察 され る。推定最大胴 径約20

cm、 推定底径約9．2cm、 推定孔 径約8cm

を測 る。

〓第15図 第5号 住居跡出土遺物
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第5表 第5号 住居跡出土土 器一覧表

第6号 住居 跡 （第16図 、第17図 、第7図 版、第6表 ）

〔検出状況 〕H－12～13グ リ ット内に平面 プ ラ ンを確認 した。調査区の中で北 東端 に位置

す る住 居跡 で ある。表土直下 の第II層上面 （砂 質土 を含む茶褐色 土）で全体 を検出 した。

本住居跡 は 開田に煙道部が わずかに削平 された のみで、全体 の保存状況は良好 である。他

の遺構 との重複は認められなかった。

〔プラン ・規 模 ・方向〕 本住居 は東壁の中央右寄 りにカマ ドを有す る隅 丸方 形 を呈する住

居跡であ る。東西3．15m、 南北3．65mを 測 り、小規模である。方向はカマ ドを通 る軸線 は

N－71°－Eを 示す。

〔覆土〕 構 内 には6層 の堆積土 を確認する事 が出来た。深 さは約26cmあ り、1層 は砂礫 を

含んだ明 黄色土、2層 は小 石の混 った明黄褐色 土、3層 は焼 土 を含む明黄褐 色土、4層は明

黄色 シル ト、5層 は壁面 に分布する、粘 土粒の 混った暗黒褐 色土で あり壁の剥 離土 と思わ

れる。1層2層 はほぼ水 平に近い堆積 を確 認 した。

〔壁 ・床 面〕 壁は4壁 共上部 はわずかに削平 されているが、全体 に遺存状況 は良好 であ り

各周共、急 な立 ち上がりを もち、高 さは北 壁 が約20cm、 東壁が約22cm、 南壁 、西壁 が約25

cmあ り、床 は明黄褐色 シル トをベースとして い る貼床であ る。床面はほぼ水 平 を保 ち固 く

たた きしめた状態である。 また柱穴 と判断で きるピット、 周溝 は確認 されなか った。

〔カマ ド〕 東壁中央 右寄 りに構築されてい る。 全長1．5mを 測 り、保存状態 は良好 である。

煙道の長 さは80cm、 幅約20cm、 深 さ10cmを 測 り、断面はＵ字形 を呈す る。燃焼 部 と煙道部

の境は緩 や かに傾斜 して 立ち 上がってい る。袖 部は粘土 を用 いて構 築された もの で、両袖

の先端部 には、 それぞれ石 を直 立させ、袖石 をそなえてい る。 右袖 は40×53cm、 高 さ29cm、

左袖は33×62cm、 高 さ23cm、 焚口部幅45cm、 燃 焼部幅23cm、 を測 りカマ ド内堆積 土は5層

に分け られ る。燃焼部に焼 土が深 さ13cmに 集 中 して検出 され 、加熱 が強 く認 め られ長期間

使用 された もの と推測 され る。 カマ ド内 か らの遺物の出土 はない。

〔遺物〕 本 住居跡床面 か ら検出 された遺物 は、 カマ ド左袖付近 よ り完形品の段 を持 つ土師

器杯 が2点 出土 し、また北 西 コーナーに甕 の底部 と同一体の破片 が数点検 出 されたが接合

不可能 であ った。 その他 、実測可能な 土師 器杯、甕の口縁部 、底部 、須恵器甕破 片が出土

し、他 に住 居跡北側よ り石 器 が1点 検出 されて いる。
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第16図 第6号 住居跡

土師器 （第18図 、第28図 版）

杯 （1） 第6号 住居跡 カマ ド左袖付近 よ り出土 した底部 欠損 の口縁部 、約1／3遺存の杯 を復

元実測 した。器形は丸底 と思われる。体部 で段 をなし外傾 しながら口縁部 に至 る。外面口縁 部

には ヨコナデが施 され、底 部 には手持 ちヘ ラケズリ痕が観察 される。内面は黒色処理がな され、

不定方向へ のヘ ラ ミガキ が施 されてい る。 器厚 は1．1cmと厚 く重量感がある。推定 口径19．2cmを

測 る。

杯 （2） 第6号 住 居跡 カマ ド左袖付近 よ り出土 した完形品の杯 を復 元実測 した。丸底 の底

部 をもち、底部 と体 部の外 面境 界には段 を形成 し、内面には、 それに対応 す る稜線 をもつ。体

部は器高 の低 い円錘状 を呈 し、ほぼ直線 的 に外傾 し立 ち上 がる。外面底部 には不定方向へ の手

持 ちヘ ラケズリ、口縁 部 、体 部には ヨコナ デ痕 が観察 され る。内面 には、横 方向、および斜 め

のナデ調整 が施 され、内黒処理 がなされて いる。口径15．9cm、 器高5cmを 測 る。

杯 （3） 第6号 住 居跡 カマ ド左袖付 近 よ り出土 した杯 の完形品 を復元実測 した。底部は 丸
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底で、体 部 は丸みをもって立 ち

上が り、口縁下部 に幅の広 い稜

線 をもち、 口縁 は広ま りをわず

かに弱め直線 的に口縁にい た る。

外面体部中 ほ どには、ハ ケ目に

よる幅1cmの 模 様が描か れてい

る。外面底 部、体部下半 には手

持 ちヘ ラケズ リ調整、口縁 部に

はヨコナ デが観察 され る。 内面

には黒色処 理後、不定 方向へ の

細 かいヘ ラ ミガキが施 されて い

る。口径17．8cm、 器高7．3cmを 測

る。

杯 （4） 第6号 住居跡 内 よ

り出土 した 口縁部、約1／5遺存の

杯 を復 元実測 した。底部 は丸底

を呈する と思 われ、球形状 に垂

直に立 ち上 が り口縁部下端 から

外反 して開 く、内外面共 に 口縁

部 下端 に稜線 を有する。外面 口

縁部に ヨコナデ、体部に手持 ち

ヘ ラ調整 が施 されてい る。先尖

状の もので つけたと思われ る直

線のキズ が観察 される。内面 は

荒いヘ ラケズ リの後、黒色処理

が施 され、粗 いヘ ラミガキ が観

察 され る。推定 口径13cmを 測 る。

杯 （5） 第6号 住居内2層

より出土 した杯 の底部 を復 元実

測 した。 器肉が厚 く、底部 上端が外方 に丸み を有 して膨む特徴 をもつ丸底杯 と思 われる。外面

底部 に手持 ちヘ ラケズ リ痕 が残 り、わず かにナデ痕 がみ られ る。内面 にはヘ ラ調整の後、多方

向への ミガキが施 され てい る。

第17図 第6号 住 居跡、カマ ド跡
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甕 （6） 第6号 住居内よ り出土 した口縁 部か ら体部 にかけて、約1／6遺存の甕 を図 上復 元実

測 した。他 にも破片 は数点出土 していたが接合不可能で あった。 直立 した胴部 か ら緩 く外反す

る口縁部 を有す る長胴甕と思 われ る。外面体部 には縦方向の粗 いハ ケ 目調整 を施 した後 、口縁

部 をヨコナデ してい る。内面 には、口縁部 にヨコナデ、体部上半 に横方 向へのヘ ラナ デが施 さ

れているが、体部 下半の調整痕 は観察で きない。推定 口径14．8cm。

甕 （7） 第6号 住居跡内よ り出土 した甕 と思 われる口縁部 と体部の一部、約1／6遺存 を図 上

復 元実測 した。口縁部下端 が直 立 して頸部 を形成 し、上半が外反 す る。外面頸部 に、 くびれ を

有する為、体 部 との境 に明瞭 な稜線 がみられる。口縁部か ら頸部 に かけてヨコナデ、体部には

手持 ちヘ ラケ ズリ痕が観察 され る。内面口縁部、頸 部にはヨコナ デ、体 部には手持 ちヘ ラケズ

リとヘラ ミガキ が施 されてい る。 黒色処理がな されている。推定 口径約19．4cmを測 る。

甕 （8） 第6号 住居跡よ り出土 した小型の甕 の体部下半と底 部の約1／2遺存 を復 元実測 した。

体部内外面共 に粘 土紐巻 き上げ痕 が明瞭に残 り、体 部下 半はコ ップ形 のような器形 を呈する。

全体的に器肉 が厚 く、造 りが粗 いため内外面の調整痕 の観察 は困難 であるが、わずか に不定方

向へのヘラナデがみ られる。外 面底部には、摩滅 された状態では あるが、木葉痕 が残 る。底径

6．8cmを測る。

第6表 第6号 住居跡 出土遺 物一覧表

甕 （9） 第6号 住居跡 よ り出 土 した甕 の底 部 を復元実測 した。底部器肉が厚 く重 量感があ

る。外面体部 下端 に手持 ちヘ ラケズ リ、一部に粗 いハ ケ目とナデ が観察 される。内 面 には手持

ちヘ ラケズリとナデが施 され てい る。外面底部 に木葉痕 を残 す。底径7cmを 測 る。
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須恵器 （第18図 ）

甕 （10） 第6号 住居跡 南側 より出土 した甕 の破片 を拓影 実測 した。外 面体部 には叩 き目が

観察 され、内面体部 には、 わずかに手持 ちヘ ラケズリが施 されている。

石器 （第18図 ）

フレ イク （11） 第6号 住 居跡北側 より検 出 された フレイ クである。両面 に加工が加 え られ

楕円形 を呈する。体厚1cm、 体長3．9cm、体 幅2．5cm。

第7号 住居跡 （第19図 、 第20図 、第8図 版 、第7表 ）

〔検 出状 況〕E、F．14～15グ リッ ドより検 出された住 居跡 である。調査 区内の西端 に位 置

し、東側 に、第8号 、11号 住居跡 が方 向同 じく隣接 して、構築 されている。住居跡 の南壁 の

一部 と西壁の一部 が第3号 溝によって切 られている
。検 出面は表土 直下 第III層 上面 で全体

プラ ンを検出 した。上層 はわずかに削平 されてい るが、 あまり攪 乱は見 られず、保存状況

は割 合良好であ る。住居跡西南へ2m離 れた位置に、第2号 土坑 が検 出 されている。

〔プラ ン ・規模 ・方向〕 東西3．7m、 南北3．4mを 測 る不整隅 丸方形 を呈 す る住居跡 であ る。

規模 は、床面積 が約12．6m2と 小型の住 居跡 である。 方向 は南壁と北壁の 中心 を結 んだ軸線

の傾 きはN－10°－Wを 示 す。

〔覆土〕 遺構内は6層 の堆積 土を認 めた 、1層 は遺構 の最 上層で、 ほぼ全域 に分布 し、黄

黒褐色土 である。2層 は、 主に遺構 の中心部 に堆積 した土層で、黄褐色土 である。3層 、

6層 は将棋倒 しの状 態 で検出 されてい るので壁崩壊 土 と考 えられる。4層 は しまりのある

粘 土 質の黄黒色土 で あ り、5層 はロームブロ ックを含む暗褐色土 である。

〔壁 ・床面〕 平面 プ ラ ンの確認は少 し戸惑 いを感 じたが、床面精査の作 業 を進 めながら壁

を確認 した。壁は各周 とも遺存状況 は良 く、直角 に近 い立 ち 上がりを呈 している。壁の 高

さは北壁が約22cm、 東壁 が約24cm、 南 壁 が約22cm、 西壁 が約18cmを 測 る。床 面は貼 り床 は

な く、砂 を含む軟 質の ローム層 を直接 床面 とし、ほぼ水 平を保ってい る。 住居跡、床面 上

西寄 りに巾75cm、 深 さ8cmの 溝 が切 り合 って検出された。

〔周 溝〕 確認 されなか った。

〔カマ ド〕 北壁中央 、右寄 りに構築 されている。焚 口部 より煙道 までは、床面 とほぼ同 じ

レベ ルをもつカマ ドを呈 している。形 式 としては地 下式 の煙道 をもった カマ ドと推定 され

る。両袖は砂質 シル トを積み 上げて造 られてお り、 著じるしく風化 され袖 の構築部 を確認

す ることに困難 し、 少 し削 りす ぎた趣 で ある。カマ ドの焚口部分は遺 存状態 は良いが袖部

と床面、壁際の接合 部の確認に戸惑 った。両袖の先端 に凝灰 岩石が床 面中 に約10cm前 後埋

め込 まれ、その 上に、長 さ50cm、 巾22cmの 板石がず り落 ちた状態 で遺 存 していた。両袖石

の露出部は床面 から、右袖石が17cm、 左 袖石が20cmを 測 り両石とも内側 に傾 いた状態 で検
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第20図 第7号 住 居跡カマ ド

出され てい る。 カマ ド焚 口部火床から支石 と して河原石が2個 直立 し、その上 に土器 （第

22図15） が伏せた状態で検 出 され、その直 上に 土師器甕 （第22図9） が出 土 した。燃焼 部

中央 から土師器の甕 （第21図7） が斜位 の状 態 で出土 したが、 カマ ドに供 された 土器 と考

えられ る。燃 焼部は焼土化 が著 しく、赤変土 質が強度であ り、焚 口部か ら煙道 の中程まで
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多量の焼土 が検 出 され、長期間使 用 した住居跡 と想定で きる。

〔ピッ ト〕 床面 上 に柱穴 と思 われ る ものが4個 検出 した。P2とP4は 床面精査の段 階で確 認

したが、P3は 溝 の掘 り下げ作業で検 出する事が出来 た。P1は 土 器 （第21図6） の直下 にあ

り、土器 を取 り上 げた後確認 した。P1～P4は 平面形 は円形で掘 り方 をもた ない柱穴 であ る。

柱穴の堆積土は 黒黄褐色の粘土質土 か ら成 り、 しま り悪く軟質であ った が柱痕は認め られ

ない。柱の間隔P1～P2は2．2m、P3～P4は2．4m、P4～P1は1．8mを 測 り 、深 さがP1は15cm、

P2は20cm、P3は17cm、P4は15cmを 測 る。P5は 浅 いくぼみであるため性格 は不明であ る。P6

は カマ ドとは隣接 していないが、土 器片が数個 とわずかな焼土、炭化物 が出土 し、深 さ34

cmを もつ ピッ トで あることから、貯 蔵 ピットと推測 で きる。

〔遺物〕 本住居跡 からの遺物検出状況 は、カマ ド周 辺に集 中して検出 した。 カマ ド燃焼 部

よ り斜位の状態 で甕 が2点 、直 下に高杯上部 が重 なって出土 した他 、カマ ド左右袖付近 よ

り甑 が数点、 また焚 き口前方に凹 石 が検出 された。 その他 にも土師 器片 が数点出土 して い

るが、いずれ も復元実測不可能 で あった。他の住居跡 にくらべ遺物 が多 く出土 し、遺跡の

中では最 も多くの完形品が検 出 されている。

土師器 （第21図 、第22図 、第23図 、第29図 版、第30図 版 ）

杯 （1、2、3、4） 住居跡 内よ り出土 した杯 の破 片である。（1） は丸底 と思 われる杯 で

ある。外面には手持 ちヘ ラケズ リ、 ヨコナデが観察 され る。内面に黒色処理後 ミガキが施 され、

刻線 がみ られる。（2） は住居跡内南側 よ り出土 した。摩 滅 が著 しく観察 が困難であるが、外面

には、 かすかな段 をもつ盤型の丸底 の杯 である。手持 ちヘ ラケズ リ痕 が、 わずかに残 る。内面

には黒色処理 が施 され、かすかに手持 ちヘラケズ リ痕 、 ナデ調整が観察 され る。（3） は平底風

丸底 を呈 している と思 われ る。内外面共 に、手持 ちヘ ラケズリ後、ヘ ラ ミガキが施 されて いる。

内面 には黒色処理 がな されている。（4） は住居跡 カマ ド内 より出土 した。 内外面共 に手 持 ちヘ

ラケ ズリ、ヘ ラナ デが観察 される。 内面 には黒色処理 が施 されている。

甕 （5） 住居跡 内P5内 より出土 した。口縁部がわず かに欠損 してい るものの、ほぼ完形 の

小型 の甕 を復 元実測 した。頸部 に緩 い くびれがあり、 口縁部 は外傾す る。胴部はゆがみが顕 著

で あ るが、中央付近 に緩い膨み がある。 外面体部全体 に手持 ちヘ ラケズ リが施 され、口縁 部に

は ヨコナデが施 されてい るが、全体的 に造 りが粗 い。内面体部、底部 にはヘ ラ ミガキの線が強

く残 り、口縁部 には ヨコナデが観察 され る。底部は凸型 を呈 し不安定 であ る。口径15cm、 器高

13．5cm、 底径5．8cmを測 る。

甕 （6） 住居跡 カマ ド右側北東 コーナー床面 上よ り完 形で出土 した甕 である。頸部が くび

れ、 口縁部の外反 す る長胴形の甕 であ るが、胴部の膨 みが底部側 に偏 った、下膨みの器形 を呈

す る。 器形にゆがみ があり、不安定 であ る。外面口縁 部には ヨコナデ、体 部、底部 には手持 ち
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第22図 第7号 住居出土遺物

―35―



17

18

19

20

第23図 第7号 住居出土遺物
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ヘラケ ズ リが施 されて いる。 内面口縁 部 には狭 いヨコナデ、体部 にはヘ ラナデ痕が観察 される。

口径14cm、 器高14．7cm、 底 径6．5cmを測 る。

甕 （7） 住居跡 カマ ド焚 き口内 より出土 した甕 の完 形品 を実測 した。口縁 部が直立気み に

外反 し、胴部が膨む長胴甕 であるが、胴 部中央やや上位 部 で外方 に膨んで いる。 全体的に器肉

が厚 く、造 りが粗い。外 面口縁部にはヨコナデ、体部か ら底 部にかけては、縦 方向への手持 ち

ヘ ラケ ズリと粗いヘ ラ ミガキが施 されてい る。内面 口縁部 には ヨコナデ、体 部か ら底部 にかけ

てはヘ ラケズリが観察 され る。内面は胴部 下半が黒色 を呈 し煮沸に用いられた形跡 を示 して い

る。 口径16．5cm、 器高23．9cm、 底部7．8cmを測 る。

甕 （8） 住居跡 内 カマ ド付近よ り出土 した甕 の約3／4遺存 を復元実測 した。底部は平底 で胴

部は丸み をもって口縁 まで直線的に立 ち上 がる。器肉は小 型 であるに もかかわ らず1．1～1．3cm

と厚 く重 量感 があ り、巻 き上 げ痕が観察 される。外面口縁 部 にはヨコナデ、胴部 と底部 には手

持 ちヘ ラケ ズリが施 されて いる。内面 口縁部にはヨコナデ、胴部全体 にヘ ラナデが観察 される。

口径12．1cm、 器高18．5cm、 底部7．1cmを測 る。

甕 （9） 住居跡 カマ ド内よ り底部 が一 部欠損 した状 態 ではあるが、ほぼ完形で出土 した甕

を実測 した。頸部 でわず かに くびれ、口縁部は外反する。胴部中央やや上位部 で外方に膨 んで

重圧感 が ある。外面口縁部 、頸部 には ヨコナデ、胴部、底部 には手持 ちヘ ラケズ リが施 されて

いる。内 面口縁部、頸部 には ヨコナ デ、胴 部には巻 き上 げ痕 がみ られ、底部 には手持 ちヘラケ

ズ リ痕 が観察 される。 口径15cm、 器高25．7cm、 底部8cmを 測 る。

壺 （10） 住居跡 カマ ド南側 より体 部下半、底部が欠損 して出土 した壼 を復 元実測 した。胴

部 は球形 に近 い張 りをもっており、口縁 部は 多少直立 して立 ち上 り口縁端 に向かってやや外 反

す る。 摩滅 が著 しく器 面調整の観察は困難 であるが、器肉は6mmと 比較 的薄 く、全体的 に端 整

な作 りであ ろ うと思 われる。外面口縁部 には ヨコナデが施 されているが、胴部 には 上半に、か

すか に 手持 ちヘラケズ リ痕 が観察 され るのみである。内 面口縁部 には ヨコナデ、胴 部には手持

ちヘ ラケ ズリがみられ、下半 には輪積 み痕 が、わずかに観 察 される。口径14cm、 胴径18．2cmを

測 る。

甕 （11） 住居跡 カマ ド付近 より出土 した、底部と体部 下端 、約1／4遺存の甕 を復元実測 した。

平底 の台状の底部 を有 し、直線的に立 ち 上が り体部は内湾 気み に外傾す る。 内外面共 に手持 ち

ヘ ラケ ズ リとヘ ラナデ が施 されてい る。底 径6cmを 測 る。

甕 （12） 住居跡覆 土一層 内か ら出土 した、器肉が厚 く甕 と思 われる底部破 片を図上復元実

測 した。底部は平底 を呈 し、広が りをもちながら直線 的に立 ち 上がる。 外面底 部には手持 ちヘ

ラケ ズリ、内面 にはヘ ラナデが施 されて いる。推定 底径7．5cmを測 る。

甕 （13） 住居跡 カマ ド内より出土 した甕 と思われ る底部破片 、約1／4を図 上復元実測 した。
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平底の台状 の底部 を有 し、 短 く直線的に立 ち上が りやや底部は突 出 しぎみで ある。 内外面共に

手持 ちヘ ラケ ズリ痕がみ られ る。底部には木 葉痕 が観察 され る。推 定底径6．2cmを 測 る。

甕 （14） 住居跡内南側 よ り出 土した甕 と思 われる底部破片 を図 上復元実測 した。底部 は平

底 を呈 し、広 が りをもちなが ら直線的に立 ち 上が ると思 われ る。外 面には手持 ちヘ ラケズリが

みられ 、内 面 にはヘ ラナデが施 されている。底 部は摩滅 が著 しい が、 かすかに木 葉痕 が観察 さ

れる。推定底 径7．8cmを測 る。

高杯 （15） 住居跡内 カマ ド焚 き口の甕 （9） の直下 より出土 した高杯 を復元 実測 した。高

台は遺存 してい ないが、付高台 と考 えられる。 全体的に球形 であ る。器肉は小型 ではあるが1

～1 ．2cmと厚 く重量感がある。外 面口縁部 には ヨコナデ、口縁部下 半 には手持 ちヘ ラケズ リがみ

られ、内面 口縁 部にはヨコナデ、 口縁部 下半 にはヘ ラナデが施 されている。 また、内外面共に

巻 き 上げ痕 が観察 される。 口径12．7cmを 測 る。

高杯 （16） 住居跡内カマ ド焚 き口の甕 （7） の直火 より出 土 した高杯 を復 元実 測 した。高

台は遺存 していないが、は りつ け痕が残り、付高台 である。 外面 には手持 ちヘ ラケズ リが施 さ

れ、巻き 上げ痕 が明瞭 に観察 され る。内面 にはヘ ラナデ調整が施 されている。 口径10 ．8cm、推

定高台径4．8cmを 測る 。

甑 （17） 住 居跡内 カマ ド右袖付近北 東コー ナーより出 土した無底式の甑 の完 形品 を実測 し

た。器形 にゆ がみがあるが、口縁 部が緩 く外反 し、胴部に膨 みな く底部 に至る。 外面 口縁部に

は ヨコナデ、胴 部には 多方向へ の 手持 ちヘ ラケ ズ リ痕 と巻 き 上げ痕 が観察 される。内面口縁部

には ヨコナデ後、手持 ちヘ ラケ ズリが加えられ 、 また胴部 には 多方 向への手持 ちヘ ラケズリ痕

と巻 き上 げ痕 がみ られる。口径20cm、 器高23．3cm、 底径8 ．5cmを測 る。

甑 （18） 住居跡 カマ ド左袖付近 より出土 した 単孔の小型の鉢 型 を呈する甑の完 形品 を実測

した。底部 は小 さな丸底風 を呈 し、胴部は直線 的に立ち 上がり膨 み をもち、体部 上半に広がり

をもちなが ら口縁で内彎す る。 口縁部は内側 にやや肥厚 している。内外面共に積 上 げ痕、指圧

痕 が残 り造 りは雑で、器面 に凸凹 が残 る。外面 口縁部にはヘ ラナデ調整、胴部 には 手持 ちヘ ラ

ケズリがみられ る。内面 には全体的 にハケ目調整 が施 され、手持 ちヘ ラケズリ痕 が観察 きれ る。

口径17cm、 器高10．3cm、孔径2．5cmを 測 る。

甑 （19） 住 居跡 内より出 土した器肉の薄 い甑 の体部 下端、約1／6を復元実測 した。 体部は若

干丸みをおびてい る。外面の摩滅 が著 しく観察 は困難であるが、 わずかに手持 ちヘ ラケズリと

巻 き 上げ痕 が残 る。内面 下端 には稜線 が認め られるが、 手持 ちヘ ラケズリとヘ ラナ デが、かす

かに観察 され るだけであ る。推定 底径約10．4cm、 推定孔径約9 ．4cmを測る。

凹石 （20） 住居跡内 カマ ド付近より出土 した輝石安山岩製の凹 石である。厚 さ7．4cm、幅最

長11．2cm、長 さ15cmを 測 る。凹 部の径2．2～2．5cmを測 る。
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第7表 第7号 住居 跡出土土器一覧表

第8号 住居跡 （第24図 、第9図 版 、第8表 ）

〔検出状況〕E－15グ リッドに位置 し、遺構の 東側半分は調査 区外 のため不明である。検

出面 は第3層 （黒褐 色土層） 上面で ある。西壁東 寄 りに方向同 じくして、11号 住居跡 が切

り合って検出 された。

〔プラ ン・規模 ・方 向〕 遺構 の東側半 分と北側 は調査 区外のため不明で あるが、西 壁の長

さが49mを 測 り、隅丸方形の プラ ンを呈す るもの と思 われる。西、南壁の中点を通 した軸

線 はN－13°－Wを 向 く。部分的 な調査のためカマ ドは検出 されなかった。

〔覆土〕 大別 して3層 に分 けられる自然堆積であ る。色 調は1層 は黒褐色土で粘性 の ある

キ メの細 かい層 で ある。2層 は 黄黒褐色土で粘土粒 を含み、固 くしまっている。3層 は1

層の直下の層 で、砂質黄色粘土 を含む黄褐色土 を呈 している。1層 、3層 は11号住 居跡 の

堆積土とも考 え られる。床面 中央 に焼土 、炭化物 が検出 される。

〔壁 ・床面〕 壁 は 上部が削平 され不明であるが、 第2層 （砂質を含 む茶褐色土） を掘 り込
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ん で作 られ て い る。 壁 高 は検 出 面 か ら5～10cmの 深 さ であ る。 立 ち上 りは 直立 的 で あ る。

床 面 は住 居跡 内 全 面 に黄褐 色 土 約10cmを 敷 き、 た た き しめ た貼 き床 で あ る。 床 面 上 に は 周

溝 は確 認 され な か っ た。

〔ピ ッ ト〕6個 の ピ ッ トを検 出 した 。P2、P4は 柱 痕 は 検 出 さ れ な い が 断 面観 察 と位 置 的 に

み て、 主柱 穴 と考 え られ る。 間 隔 は 約2．8m、 深 さ約4 ．5cmを 測 る。P3は 壁 柱 穴 と思 わ れ 、深

さ12cmを 測 る 。P5は 柱 と思 わ れ る痕 跡 がみ ら れ る と こ ろか ら、柱 穴 と 考 えられ る。P6は 土

師 器片 が 出土 して い る、貯 蔵 穴 と も考 え られ る が 、 深 さが15cmと 浅 い 。
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第25図 第8号 住 居出土遺物

〔遺物〕 遺物 は、中央セ クシ ョンベル ト内 の第2層 よ り硬玉 製小玉が出土 して いる。 また

床面直上 お よび焼土内よ り丸底 と思 う土師 器片 が2点 、甕 の破 片 が数点出土 してい る。ほ

かにロクロ土師器破片が1点 出土 しているが、覆土内からの もので、本住居跡 に伴 うもの

か否かは 不明である。

土師器 （第25図 、第30図版 ）

杯 （1） 住 居跡内床面 より出土 した口縁部 、約1／5遺存の杯 を復元実測 した。 丸底 と思われ

る。体部 よりなだ らかに外反気 みの口縁部に至 る。外面口縁部は ヨコナデ、体部 にヘ ラ状工具

によってで きた荒 ケズリ痕 が観察 で きる。内面は黒色処理の後、 多方向へのヘ ラ ミガキ が全体

的に施 され てい る。内外面共 に底 部 との境界 に弱 い稜線 がみ られ る。推定口径16cmを 測 る。

杯 （2、3、4） 住居跡内 よ り出土 した杯 の破片 を実測 した。（2）は体部から緩や かな広

がりをもち口縁 部 に至る。内外 面共に口縁部 には ヨコナデ、体部 にはナデ調整後ヘ ラ ミガキが

施 されている。内外面共に黒色処理 が施 されて いる。（3）はわず かな底部の破片 では あるが、

底部切 り離 しは回転ヘ ラ切りによ るものと考 えられる。外面 には 手持 ちヘ ラ調整 が施 されてい

る。内面は摩 滅 が著 しく観察 が困難である。（4） は平底風丸底の杯 の破片 と思 われ る。外面に

は手持ちヘ ラケ ズリ、ヘラナデ調整 がみられ、 内面にはヘ ラ ミガキが観察 される。内黒処理が

施 されている。

甕 （5、6） 住居跡 内床 直 上より出土 した甕 の破片 を実測 した。（5）は甕 の体部 の一部 と

思 われる。 外面 凸凹は積み上げ痕 と思われ、 手持 ちヘ ラケズリが観 察 される。内面 にはヘラナ
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デが施 されている。（6） は甕 の口縁部であ る。外 面にはヘ ラ ミガキ、内面 にはヘ ラナデ後 ヨコ

ナデ調整 が施 されてい る。

丸玉 （7） 住居跡 南北ベ ル ト内2層 よ り出土 した、めの うの丸玉である。全体に光沢 を も

ち両端部 は 、ほぼ平坦な球形 をなし貫通孔 をもつ。径9．2mm、孔径2 ．8mmを測 る。

第8表 第8号 住居跡 出土土器一覧表

第11号 住居跡 （第24図 、第9図 版）

〔検 出状況〕E－15グ リ ッドに位置す る 。本住居跡 は8号 住居跡調査時 に床面 （第3層 ）

か ら検出 された もので 、8号 住居跡 と重複関係 にある。

〔プラン ・規模 ・方向〕 プランは西壁 （約3．5m） と南壁の一部 （約1．3m） が検出された

が、 その他は調査 区外 に入 るため全体 を検出す る事がで きなかった。

〔覆土 〕 住居跡 の中心 に黒褐色土 がほぼ水平 に堆積 してい る。一部 に多量 の焼 土、炭化物

を含む箇所が観察 され る。

〔壁 ・床 面〕8号 住居跡 との重複 によって不明確 で西壁 と南壁の一部 が残 っていた にす ぎ

ず はっ きりと確認す るこ とができない が、8号 住居跡 を11号 住 居跡が切 っ ていることが断

面観 察 によって推定 され る。壁の立 ち 上り角度はほぼ直角で、西壁 が8cm、 南壁が15cmを

測 る。床面は不明な点 が非常に多いが、貼 り床状 の施設 を行っており、暗褐 色土 を叩いて

構 築 された もの と思 われ る。

〔カマ ド〕 確認 され ない。

〔ピッ ト〕 本住居跡 内 か らは1個 （P2）の ピットが検出 されたが、8号 住 居跡 との重複 に

よ り、本遺構 に伴 うもの かは不明である。

第9号 住居跡 （第26図 、第27図 、第10図 版 、第9表 ）

〔検 出状 況〕G～H－9グ リッド内 に検 出 された住 居跡 で ある。重機 によ る表土除去後、

楕 円形 状 に黒ずんだ部分 （9．5m×16．3m） を確認 し、注 意深 く掘 り下げ作 業 を行った。作

業途 中 に、焼土、炭 化物 が露出 し、 これが遺構検出の契機 となった。 そこで攪乱部分の焼

―42―



第3章 第1節 竪穴住居跡

第26図 第9号 住居跡

土 を 手がかりに第2層 を掘 り下げた結果 、本遺跡 の付近の水田か らの浸 水 が非常に激 しく、

湧水 のよ うに水嵩 が増 し、水 上ポ ンプを使用 し、排 水作業 を行いなが ら、や むを得ず、緊

急調査 をする事 とした。 カマ ドは保 存 が良好 であった。 カマ ドが確認 され た段階では、斜

面上部 か ら流れ込ん だ堆積土 （暗み を帯 びた黒色土） によって分か りに くく、 プラン線 引

きは非 常に難 しく、掘 り方 の部分 まで掘 りす ぎた趣 がある。

〔プ ラン ・規模 ・方向〕 プラン確 認面 の土層 が非常 に不明瞭 であったため、床面はかな り

削平 したが、東西 が約3．5m、 南北 が約3．6mを 測 る隅 丸方形 を呈す ると思 われる。 又住 居

跡 の西側の位置 に第2号 溝 が南北 にの びて検出されている。本住居跡の規模 は小型では あ

るが当遺跡の中では5号 住 居跡 とほぼ同 じ規模 と思 われる。方向は、 カマ ドを通 る住居跡
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の中心線はN－7° －Wで ある。

〔覆土〕 河川の氾濫原 によって削 られ、全体に軟 か い砂 質の含む黒色土 が縞状 に堆積 され、

どの面が床面か確 認 に戸惑い、床面 までの覆土 をは っ きり記録す ることがで きなかった。

〔壁 ・床面〕 壁 はほ とん ど河川の氾濫 によって削平 され、遺存状態 が悪 く、確認す るこ と

がで きなかった。床 面は厚さ約10cm前 後 の粘性 の暗 黄褐色土にローム ブロ ックを含 む層 を

確 認 しただけであ る。 この層は掘 り方 内の埋土 と推定 され、その直上 に遺物 が数点出土 し

た。

〔ピ ッ ト〕 床面 下の掘 り方内 より、5個 のピッ トが検 出 されたが、P2は 攪 乱ピッ トで ある。

P5は 径50cm、 深 さ18cmを 測 り貯蔵 ピッ トとも考 えられ る。その他はいず れも深 さ10cm前 後

と浅 く、柱穴かは 不明である。柱穴 の覆 土はいずれ も粘性 があり、黒 褐色土 を混入 した砂

質の暗 黄黒褐色土 である。

第27図 第9号 住居 カマ ド
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〔周溝 〕 全周は確認 されなかったが、西壁際 に周溝の 一部 と思 われる溝 を確 認 した。巾25

cm、 深 さ5cmを 測 る。

〔カマ ド〕 床面に対 してカマ ドは比較的良 好な状態で検出 されたが、浸 水が激 しいため、

断 ち割 り緊急調査 を行 ったため、カマ ド全体の平面図 と完 全な調 査を記録 し、把握す る事

ができなかった。カマ ドの位置は北壁 ほぼ中央 に構築 され ている。全長1．85m、 最大幅85cm、

煙道 の長 さは1．25m、 幅25cm、 深 さ23cmを 測 り、断面形 はＵ字 形 を呈す る。煙道 末端 ピッ

ト内 よ り復 元可能 な甕 の破片 （第29図15） と高台付杯片 （第28図8） が1点 と杯片 （第28

図6） 、須 恵器の甕 の頸 部の破片 （第28図2） が出土 した。焼 土確認面直 下の煙 出 し 上部 に

土師器の甕 （第29図13） が出土 している。焚口部よ り高台 付杯 （第28図7） 、燃焼 部奥壁 よ

り土師 器の甕 の底部 （第29図14） が出土 している。 カマ ドの煙道壁は煙出 しピッ ト付近 ま

で加熱 に より焼土化 している。燃焼 部は約55cm×75cmの 範囲で赤味 をおびてい る。左袖は

砂質 を多量 に含む軟 かい土 質で構築 されて お り、 もろく原形 を確認するこ とが困難であっ

た。本遺 跡の どの住居跡 よ りカマ ド全体 が加熱度 が著 しく赤味 を帯びてい るた め、長期間

使用 した もの と推定 され る。

〔遺物〕 本住居跡 からは、覆土2層 より須恵器片 （第28図1） が1点 、西壁際床直 上に 土

師器 の鉢 （第28図10） が横位の状態 で出 土している。P5の ピ ット内 より土師器 の破片が数

点、 須恵器の破片 が1点 と小石が出土 してい る。煙道 ピッ ト直 上 （53cm上位） よ り土師器

の甕 （第29図13） が出土 しているが、煙 出 しの煙筒 と して使 用 したもの と推定 で きる。 そ

の他 の遺物 は床面とカマ ド内 から出土 した ものである。

土師器 （第28図 、第29図 、第30図 版、第31図 版）

杯 （1） 住 居跡内カマ ド先端部 より出土 した器高の低 い皿状 を呈す ると思 われ る杯の口縁

部、約1／10の破 片 を図 上復元 した。外面には手持 ちヘ ラ調整後で きたと思 われる横方向へのヘ ラ

ミガキがみ られ る。内面 には横 方向の ミガキ が施 されてい る。内外面共に黒色 処理 が施 されて

いる。推 定 口径17cmを 測 る。

杯 （2） 住居跡内床面 よ り出土 した杯で 、約2／3遺存 を復元実測 した。底部は 丸底 で、 丸み

をもって 内彎 ぎみに口縁部 に至 る。体部下 半に、かすかな稜線 をもつ。外面は底部 、体部共に

手持 ちヘ ラケ ズリが施 され、口縁部には ヨコナデが観察 され る。 内面 は底部、体部共 に 一方向

のヘ ラ ミガキ調整がなされてい る。内黒処理 が施 されている。 口径15．8cm、器高4．5cmを測 る。

杯 （3） 住居跡内床面 よ り出土 した杯の 完形品である。器面 の摩滅 が著 し く詳細 な観察は

で きないが、底 部は丸底 風平底 を呈すると思 わ れる。成形 にロ クロを用いた形跡 は認 め られな

い。外面 には手持 ちヘ ラケズ リ痕、口縁 部には ヨコナデがわずか に観察 される。 内面には全体

的 に放射状 のヘラミガキが加 えられている。内黒処理 が施 されている。口径15cm、 器高4．1cmを測 る。
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第28図 第9号 住居出土遺物
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杯 （4） 住居跡 内2層 より出土 した、約1／2遺存の杯 を復元実測 した。底 部は平底風の 丸底

か らゆるやかに丸み をもって立 ち上が り内彎 しながら口縁部に至 る。外 面口縁 部にはヨコナデ、

底部 には手持 ちヘラ調整 が施 され、口縁部下端 には軽 い陵線がみ られる。 内面は黒色処理の後 、

第29図 第9号 住 居出土遺物
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全体的 に多方 向への丁寧な ミガキが施されてい る。推定口径17cm、 推定底径9．3cmを 測 る。

杯 （5） 住 居跡 カマ ド内 よ り出土 した口縁 部、約1／8遺存 の杯 を復元実測 した。外面口縁部

には ヨコナ デ、体部 には手持 ちヘラ調整 が施 され、巻 き上 げ痕 が観察 され る。 内面には黒色処

理の後、 多方 向への ミガキ が施されている。推 定 口径15．6cmを 測 る。

杯 （6） 住 居跡煙 道末端 ピ ット内より出土 した底部 欠損 の、約1／3を復元実測 した。底部は

平底風の丸底 を呈す ると思 われ、体部は内彎 しながら口縁部 に至 る。外面口縁 部には若 干の ヨ

コナデ、体部 全体 に手持 ちヘ ラケズリ後、ヘ ラ調整が観察 され る。内面には黒色 処理 が施 され 、

多方向へ のヘ ラ ミガキが観 察 される。口径17．4cmを 測る。

高台杯 （7） 住居跡 カマ ド煙道焚 き口内 よ り出土 した高台 杯の底部のみ、約1／2遺存 を復元

実測 した。高台 は高 さ9mmの 付高台である。底 部中 央内面 がわずかに窪み、体部 へ向けてゆる

やかに立 ち上 がる。高台貼付 後、脚部にはナデ 調整が観察 され る。内外面共 に黒色処理がなさ

れ、 丁寧 なヘ ラ ミガキが施 されている。底 径約10．2cmを 測 る。

高台杯 （8） 住居跡煙道 末端 ピ ット内 よ り出 土した高台部 のみ1／4遺存の高台杯 を復元実測

した。 高台 は 高さ8mmの 付高台で ある。 全体的 に平た く盤 に近 い器形 を有す る。 高台貼付後ヘ

ラ ミガキが施 されている。 内外面共に 丁寧なヘ ラ ミガキが施 され、色調は内外 面共 に白褐色 を

呈する。焼 成 は、 きわめて硬 く須恵器の ような観 を呈 し特 にす ぐれている。 高台底 径9．5cmを

測る。

杯 （9） 住居跡内 カマ ド焚 き口付近よ り出土 した杯の破片 を図上実測 した。外面 上端の 一

部に、 わず かな陵線がみ られ る。内面は黒色 処理 が施 されて いる。

鉢 （10） 住居跡内西壁際 にふせた状態 で出土 した口縁部 か ら体部 上半にか けて約1／2が欠損

した鉢 を復 元実測 した。底 部は平底 を呈 し体 部下 半は緩か に立 ち 上がり、直線 的 に口縁部に至

っている。 器肉は1～1．5cmと 厚 く重量感 が ある。摩滅が著 し く観察は困難 では あるがナデ調

整の後、 ロ クロ成形された ものである。内面 には黒色処理 が施 されている。 口径2．8cm、 底 部

12．2cm、高 さ21．2cmを測 る。

甕 （11） 住 居跡内カマ ド付近 より出土した甕 の底 部破片 を図 上実測 した。内 外面共摩滅 が著

しく外面 には、かすかに手持 ちヘラケズ リ痕 が残 るだけであ る。内面には底部 を一 巡 りする明

瞭 な手持 ちヘ ラケズリ痕 が観察 され、器面 に若 干の盛 り 上が りをみせ る。底径7．5cmを 測 る。

甕 （12） 住 居跡内 より出土 した甕の底部 台座 の破片 を図上実測 した。底部 は平底で比較的

高さのあ る台状 を呈す る。外 面には手持 ちヘ ラケズ リの後、ナ デ調整が施 されて いる。内面 に

はヘ ラナデ後 、黒色処理 が施 されたと思 われ る。底径8cmを 測 る。

甕 （13） 住 居跡内煙 出 し部 上層 より出 土 した口縁部か ら体 部 にかけ遺存の甕 を復元実測 し

た。頸部が くびれ、口縁 部の外反す る長胴形 の甕 であるが、胴 部の膨みが底部側 に偏った、 下
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膨 みの 器形を呈する。 内外面共に巻 き 上げ痕が明瞭 に残 り、全体的 に造 りは粗 い。外面口縁 部

には ヨコナデ、胴部 には縦方向へのヘ ラナデが施 されて いる。 内面口縁部 にはヨコナデが、か

すか に見 られ胴部 には横 方向へのヘ ラナデが観察 され る。 口径18cm、 器高23cm、 胴部最大径19

cm、 底 部14．5cmを測 る。

甕 （14） 住居跡内 カマ ド燃焼部奥壁 よ り出土 した甕の底 部から体部 にかけて約1／3遺存 を復

元実測 した。底部よ り体部 にかけ直線的 に立 ち上り、体部 でやや丸み をおびて くる。 全体的 に

はコ ップ形の ような器 形 を呈すると思 われ る。外面全体 に縦 方向への 手持 ちヘ ラケズリの後、

ヘ ラナデの調整が施 され、底部 下端 には横 方向の手持 ちヘ ラケ ズリ痕 がみ られる。内面 には 多

方 向へ のナデが施 され、底部 にはヘ ラナデ が観察 され る。底 径12．3cmを測 る。

第30図 第9号 住居出土遺物
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甕 （15） 住居跡 カマ ド煙 道末端 ピット内 よ り出土 した体部 下半、底部の欠損 した甕 を復元

実測 した。 ロクロ使用による成形であるが、ロ クロ回転方向 は不明である。体部 は、わず かに

膨み をもち、内彎 しなが ら頸 部 に至 り、「く」 の字状 に開く口縁部 を有する。 ロ クロ成形後ナデ

調整 を施 して いる。口径20．3cm、 胴径11．8cmを 測 る。

高杯 （16） 住居跡内床直 上の2層 よ り出土 した高杯付部 の破 片 を図上実測 した。わず かな

破片 であるため器形の推定 は不可能である。外 面には手持 ちヘ ラケズリ、ヘ ラナデ調整 が観察

されるが、内面は摩滅 が著 しく観察 は困難 であ る。

高杯 （17） 住居跡内確認 面よ り出土 した高杯 付部の破片 を図 上実測 した。 わずかな破片の

ため器形 の推 定は困難で ある。内外面共 にヘ ラナデ調整が施 されている。内面 にはヘラ痕がみ

られる。貼 付部分の接合痕 が明瞭に観察 される。

第9表 第9号 住居跡出土土器一覧表

須恵器 （第30図 、第31図 版 ）

甕 （18） 住居跡東西べ ル ト内2層 より出土 した 全体の約1／3遺存の甕 を復元 実測 した。ロクロ

使用によ る成形で、底 部は平底で あり、体部は丸み をもって頸 部 に至 り、「く」 の字状に開く口

縁部 を有す る。口縁端部 はロ クロ使用甕特 有の稜 をもっている。器厚は底部付 近はやや厚 いが 、

口縁部 にか けて薄 くなってゆ く。外面体 部 下端 と内面底部 には 手持 ちヘラケズ リ調整が数本み

られ、ヘ ラナ デもわずかに観 察 され る。外 面体部 には指頭圧痕 がみ られる。内 外面共に丁寧 な
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ロ クロナ デが施 されて いる。 口径26．7cm、 器高18cmを 測 る。

甕 （19） 住 居跡 カマ ド煙道先 ピッ ト内 より出土 した頸部 から口縁部 、約4／5遺存 の甕 を復元

実測 した。 ロクロ使用 による成形で、体部 と頸部との境 は 「く」の字状 を呈 し、外反 しながら

立 ち上 が り口唇部に至 る。 口唇部は内傾 気み に面取 りされ、中 央に沈線状 に段 が形成 される。

内外面共 に丁寧 な水挽 きによるヨコナデ が施 されている。口径23．5cmを測 る。

壼 （20） 住居跡P5内 よ り出土 した肩部 から頸部にかけ ての壼の破 片 を図上実測 した。 白色

土 を使用 し、焼成が甘 く摩滅 が著 しいため観察は困難 であ る。胴部上半は球形 に近 い丸みをも

って立 ち上 がり頸部 に至 りくびれ を呈す るもの と思われ る。色調は灰白色 を呈 し、胎土 は密 で

ある。

第10号 住居跡 （第31図 、第11図 版、第10表 ）

〔検出状況〕B－10～11グ リッ ドより検出 されたが、発掘区南端に当 り、西東か ら蛇行 し

なが ら北流す る隈戸 川によって大部分 が破壊 され、住 居跡北側 カマ ドが遺存するのみであ

った。検出面は堆積 している黒色土 を切 り込んで構 築 されている。

〔プラ ン ・規模 ・方向〕 本住居跡の プラ ンは、三辺 が削 られて現存せず、北側の一部 が遺

存す るのみで、 プラ ン規模 を確認す ることは不可能で ある。方向は カマ ドを通る軸線 はN

－10°－Wを 示 す。

〔覆土〕 覆土の厚 さは、カマ ド左袖付近 から北壁 に かけて約25cmを 測 り、3層 に堆積 され、

中央 に近づ くにしたがって、やや低下 する状態で堆 積 されている。各層 とも暗黒色土 ～暗

黄黒褐色土でやや軟 質である。

〔壁 ・床面〕 北 壁 は直 角に立 ち上 がり、壁の深 さは17cm前 後で ある。焚 口部分は黄褐色 粘

土の盛 り上が りがみ られ るが、 あまり叩 きしめ られて はいない。床面は中央 にかけてやや

低 くな り、少 し凸凹 していてしまりがない。 カマ ド煙道 西側 に煙道 と思 われる遺構 を検出

したが、床面 には それに対応す るよ うな、焼土や カマ ド袖 の痕跡は認め られない。

〔ピ ット〕 カマ ド左袖側 に径25cm、 深 さ23cmを測 る柱穴 と思 われ るピッ トが1個 検 出 され

た。覆土内 からの遺物 は出土 されない。

〔カマ ド〕 全体の プ ランは不明で あるが、カマ ドは北壁 中央 に構築 されたもの と思われ る。

煙道部上層 が水田造成 によ り削平 された ものの焚口、燃焼部 、左右両袖共比較的良好に遺

存 していた。両袖共地 山 と同質の黒褐色 土で作 られ てお り、もろくあまり焼 けていない。

北壁 か ら袖の先端 までの長 さは右袖 で75cm、 左袖で65cmで ある。 また両袖の先端は袖石が

埋 めこまれていた。 左袖石が凝灰岩 石で右袖石が安山岩 の河原石で ある。両袖石の床面か

らの露出部 は、右 袖石で幅20cm、 高 さ30cm、 左袖石 で幅23cm、 高 さ35cmを 測 り、その 間に、
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焚 口手前にず り落 ちた状態 に、凝灰岩石で長 さ49cm、 幅22cm、 厚 さ10cm前 後 を測 る板石が

検出 され た。 この板石は焚口部 天井 を構成 した ものと思われ る。板石 の直 下に土師器の杯

（第32図1） が出土 された。袖 石の床面での内法 は22cm、 上部 での内法は32cmを 測 りこの

基底幅が カマ ドの焚 口幅 と推 定 される。燃焼部 はい くらか窪 んだ底面 を有 し、中央 に安山

岩 の河原石 （長径12cm、 短径7cm、 厚さ11cm） が支脚石 として埋 めこまれてい る。煙道部

底面は南面 が18°の匂配の 上向 きで、緩やかであ る。煙道部 、焼 燃部堆積土は明 瞭 に観察す

ることがで きた。燃焼部に焼 土 が集中してい るところから、本住 居 は長期 間使 用 されたこ

とが解 る。

第31図 第10号 住 居跡 カマ ド
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〔遺物〕 遺物 は堆積土 からの出土 はほとん どな く、 カマ ド部 分の床面上か ら、土師 器が5

点出土 して い る。左袖付近 から瓶 （第32図4） がつぶれた状 態で出土 し、右 袖付近 から瓶

（32図5） と甕 （第32図3） が伏 せた状態 に、 その 上に小型の鉢形 の甕 （第32図2） が横

倒 した状態 で検出 された。又焚 口部 の板石の直 下か ら杯 （第32図1） が出土 して いる。本

住居から出土 した遺物は、1点 が底部欠損 がみ られ る他 はほ とん ど完形 であった。

土師器 （第32図 、第33図 版）

杯 （1） 住 居跡 カマ ド内焚 き口 より出土 した杯 の完形品である。 底部は丸底で、 体部は丸

み をもって立 ちあ が り、直線的 に口縁部 に至る。器 肉は底部1cmと 厚いが体部は約5mmと 薄 く

なる。外面口縁部 にはヨコナデ、体部上半よ り底部 にかけては手持 ちヘ ラケズ リが施 されてい

る。内面口縁 部 には横 方向へのヘ ラ ミガキが施 され、底部は中央 に向 かって放射状 に 丁寧 なヘ

ラ ミガキが観察 される。内面は部 分的 に黒色処理 が見 られる。口径12．8cm器 高3．9cmを 測 る。

甕 （2） 住 居跡 カマ ド右袖側 よ り出土 した小 型の甕 の完形品で ある。 口縁部 の直 立する平

底 の鉢形 ともい え る器形を呈す る。外 面体部には縦方 向の手持 ちヘ ラケズリ、口縁部 底 部には

横 方向のナデが施 されている。外 面底部 には円盤状 に粘土貼付痕 が残 り、ヘ ラ調整 が観察 され、

中央が凹型 を呈 す るが安定 して いる。内面には全体的 に横方向へのナ デが施 され、底部 には手

持 ちヘラケズ リ、ナデがわず かに観察 される。器肉 は1～1．5cmを 測 り全体的 に厚い。 口径14cm、

器高9．8cm、底 径6．9cmを 測 る。

甕 （3） 住 居跡 カマ ド右袖付近 よ り出土 した底部 欠損の甕 と思 われ るもの を復元 実測 した。

口縁部が外傾 し先端の器肉は薄 い。口縁部下端 に くび れを有 し沈線 を呈す る。体部 に膨 はな く

内彎 ぎみに底部 へ と至 る。外面 口縁 部 にはヨコナデ、体部には 手持 ちヘ ラケズリ後、 ナデ調整

が施 されている。内面 には口縁部 か ら体部上半 にまで ヨコナデがみ られ、体部には手持 ちヘ ラ

ケズリ、ヘラナデ が観察 される。内外面共に輪積 み痕 が明瞭にみられ る。口径13．5cm、 胴径10．2

cmを 測 る。

甑 （4） 住 居跡 カマ ド左袖付近 より出土 した無底式 の甑の完形 品で ある。口縁 部が外反 し、

体部 が緩 く膨 み底 部に至る。口縁 部幅 が比較的広 く、最大径は口縁 部 にある。器面の荒 れはひ

どいが、内外 面共 に巻 き上げ痕 がみ られる。外 面口縁部 から体部上半 にかけて ヨコナデ 、体部

全体 に縦横 方向の短 い手持 ちヘ ラケズ リが施 されて いる。内面口縁 部 にはヨコナデ、体 部には

縦 方向への手持 ちヘ ラケズリが観察 される。口径23cm、 器高24cm、 底径9cmを 測 る。

甑 （5） 住 居跡 カマ ド右袖付近 よ り出土 した単孔 式甑 の完形品 である。器形の基本 型は鉢

形 である。径2．6cmの 孔を底部中央 に焼成後穿孔 して甑 と してい る。 口縁部 が外反 し、体部か

ら直線 的に底部 に至 る。内外面共 に巻 き上 げ痕 がみ られ る。外面体部 は摩滅 が著 し く手持 ちヘ

ラケズ リ痕 が、 かす かに観察 で きる。内面口縁部 には ヨコナデ、体部 には横方向への ヘ ラナデ
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第32図 第10号 住 居 出土遺物

―54―



第3章 第2節 溝 跡

が 施 さ れて い る。 口 径19cm、 器 高13．7cm、 底 径6．5cm、 底 径 内法2．6cmを 測 る。

第10表 第10号 住 居 跡 出土土 器 一 覧 表

第2節 溝 跡

第1号 溝跡 （第34図 、第12図版 。第11表 ）

〔検出状況〕D－1、2、3グ リッドにかけて検 出 された溝で、調査 区最西端 に位 置する。

検出面は第III層 である。

〔規模 ・方向〕 遺構西側 が調査 区外 まで延長 してい るため範囲は 不明であるが残 存部は長

さが13．2m、 幅 は広い方で1．2m、 狭 い方で0．7m、 深 さは18cm～35cmを 測 る。流 路は東

から西へ わず かに傾斜 している。溝 中央東寄 りに水路が2本 に分 かれ るが約2m延 びほぼ

平担 となる。溝 を切 って3個 の ピッ トが検出 された。P1は 径45cm、 深 さ59cm、P2は 径65cm、

深 さ50cm、P3は 径43cmを 測 る。P1とP2は いず れも掘 り方 をもつ もので柱痕 が認 め られ るが、

対応する柱穴 は検 出されなかった。

〔覆土〕2層 か らなり、自然堆 積の状 態を呈 す る。1層 は黄褐色 土、2層 は砂質 土層の黄

黒褐色土 であ る。

〔断面形〕 東 側 では法面の角度 が120°の 「逆台 形状」 を呈 してい るが、西側で は法面の角

度 が145°の立 ち 上が りのＵ字状 を呈 している。

〔遺物〕 溝 第2層 内から、須 恵器片が12点 、土師 器片が1点出土 している。 須恵 器片の うち

甕の破片が9点 、円盤状の須 恵器片、器種 不明の須恵器片2点 が出土 した。 その他拳大の

石魂 が多数出土 しているが、あ る時期 に投 棄 され たもの と思われ る。

土師器 （第34図 、第34図 版）

壺 （1） 溝 内 よ り出土した底部 と体部下半の遺 存 する壺 と思われ るものを図上 実測 した。

底部は平底で あ まり膨 まずに立 ち 上がると思われ る。摩滅が著 し く詳細 な観察 は困難 であ

るが、外面体 部下半にはヘラ ケズ リ調整が見 られ る。底径5．1cmを 測 る。

須恵器 （第34図 、第35図 、第34図 版）

甕 （2） 溝 内 よ り出土 した甕 と思 われる底部片、約1／6を図 上実測 した。底部はほ ぼ水平で
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直線的 に外反 して立 ち上がる。外面

体部 下端 にヘラケズ リ痕 が残 り、底

部 には平 にヘラ調整 が施 されている。

内 面底部 に明瞭 なヘ ラナデ痕が観察

され る。推定底径16．5cmを 測 る。

甕 （3） 溝内 より出土 した大甕の口

縁 部、約1／6を図 上実測 した。ロ クロ

成形 による大甕 と思 われるがロ クロ

回転 方向は不明で ある。頸部は直線

的 に外反 し、口縁 部端で垂直に立 ち

上がる。 口唇部 に波 状紋 と一条の沈

線 を巡す。外面頸 部 に波状線 と二本

の平行沈線 を巡 す。 内外面共にヘ ラ

調整、 ナデが見 られ内面 下端 に指頭

圧痕 が残 る。推定 口径33．5cmを測 る。

甕 （4） 溝 内よ り出 土した甕の体部

の 一部 と思われる破片 である 。ゆ る

い丸み をおびた形 を呈 すると思われ、

器肉 は1．4cmと 厚 く大型の甕 と考 え

られる。外面 には斜 めに短 い叩 き目

が 全体 に施 されてい る。内面 には明

瞭 ではないが同心円叩 き目が数個残

り、 わずかにヨコナデ も観察 される。

甕 （5、6） 溝 内よ り出土 した甕 の

破 片で ある。（5） は体部表面に縦方

向 と思 われ る平行叩 き目が施 きれて

い る。（6） は外面 に平 行叩 き目が施

され、内面はヘ ラナデの跡 が残 り凹

凸 してい る。

蓋 ？ （7） 溝内 より出土 した破片で

ある。盤 か蓋 と思 われるが判断がむ

ず か しい。外面には手持 ちヘラケズリ 第33図 第1号 溝 跡
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第35図 第1号 溝 出土遺物
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が施 され、内面にはロ クロ成形 が見 られ る。焼 成は良好 で ある。

甕 （8） 溝内より出土 した甕 の破片であ る。 器肉は1．7cmと 厚 く、ロ クロ成形 による大甕

と思 われ る。口縁部 と体部 との境界には貼付痕 が見られ る。水挽 きによる再調 整が観察 さ

れる。

甕 （9） 溝内 より出土 した甕 の体部の破片 で ある。非 ロクロ成形 による大甕 と思われる。

外面 には平行叩 き目が施 されているが、所 により逆方向 を呈 している部分 が見 られる。器

肉は1．6cmと 厚 く、焼成 は良好で硬い。

甕 （10） 溝 内より出土 した甕の頸部の破片 で ある。ロクロ成形 による。 ロクロナデの後、

波形 と幅0．4cmの 一条 の沈線 が施されてい る。焼成は良好 で ある。

器種 不明 （11、12） 溝 内 よ り出土 した須 恵質 の遺物である。断面 上に、つ まみ あげたよ う

に幅2cmの 透かし窓状 の切 り口が観察 され る。ロクロ成形 で ある。自然釉 が かかっている。

器肉 は （11）が1．6～1．8cm、 （12）が1．2cmと 両方 とも厚 い。焼成は硬 く胎 土 は緻密であ

る。（11）、 （12）とも同 一体の もの と考 えられ る。

第11表 第1号 溝出土土器 一覧表

第2号 溝 跡 （第36図 、 第12図 版 ）

〔検 出 状 況 〕 本遺 跡 の ほ ぼ 中 央 に位 置 し 、 第9号 住 居 跡 の 西 側 、E－9～10、F－9、G

－8～9
、H－8グ リ ッ ドにか けて 検 出 され た溝 で南 北 に延 び て い る。 検 出 面 は 第4層 で

あ る 。

〔規 模 ・方 向〕 南 か ら北 へ わず か に傾 斜 し て い る。 全長 が21．2m、 幅 は 広 い 所 で65cm、 狭

い所 で40cm、 深 さは12cm～40cmを 測 る。

〔覆 土 〕2層 か らな り、1層 が砂粒 、雲 母 が 多量 混 入 した 黒 褐 色土 、2層 が 灰 黄 褐色 土 の
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自然堆積土 の状 態 を呈 してい る。

第36図 第2号 溝跡
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〔断面形〕 北側 ではほぼ 「逆台 形状」 を呈 し、南 側ではＵ字状 を呈 している。

〔遺物〕 第2層 内 から土師器 が19点 出土 しているが、 いずれも小 片で図化で きるものがな

かったが、丸底の段 を有する土師 器杯片が2点 出土 しているが、9号 住居跡 が近 くに検 出

されており、住 居跡 に伴 う遺物 と考えられる。

第3号 溝跡 （第13図 、第13図 版 、第12表 ）

〔検出状況〕 南 東隅C－15か らG－10グ リッ ドに かけて検出 した。第7号 住居跡 の西壁 を

切 り、第2号 建物跡 を切 り、第5号 住 居跡の西側へ蛇 行 しなが ら延 びている溝で ある。

〔規模 ・方向〕 北 側第5号 土坑 を切って、北か ら南へ傾斜 し川 に合流 するもの と思 われ る。

遺存す る長 さは約50m、 幅 は広 い所で65cm、 狭 い所 で20cm、 深 さは15cm～18cmを 測 る。

〔覆土〕 南側 は3層 、北側 は2層 からな り、 自然堆 積の状態 を呈 している。北側の堆積 土

は暗褐色土および砂粒 多量に混入の黄黒褐色土 で、南側のおもな堆 積土は黒褐色 の砂質土

が含まれてい る。

〔断面形〕 北 側 は 「逆台形状 」 を呈 し、法面の角度は130°の 立ち 上がりをもつ。南側では

Ｕ字状 を呈 している。

1 2
3

4
5

第37図 第3号 溝 出土遺物
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〔遺物〕 溝 内1層 面からお もに出 土している。須恵器が6点 、 土師器が20点 で 、いずれも

小破片が 多い。

土師器 （第37図 ）

甕 （1） 遺構確 認面より出土 した甕 と思われ る底 部の破片1／2を図 上実測 した。 外面 には縦

方向の手持 ちヘ ラケズリ後、 ヨ コナデが施 され 、底部には手持 ちヘ ラケズ リが観察 される。

内面には黒色 処理が施 されてい る。底径6．9cmを 測 る。

須恵器 （第37図 ）

甕 （2） 溝 内 より出土 した甕 の破 片 と思 われ る。 外面には平行叩 き目が観察 され るが、摩

滅 され平坦 に なっている。内面 には同心円叩 き目が見られる。焼 成は普通。色調 は外面は

灰褐色、内 面は 青灰色を呈 し、胎土 は密であ る。

甕 （3） 溝 内 よ り出土 した甕 の破片である。 器肉 は7mmと 薄 い。外面にはヘ ラ調 整の後、

平行叩 き目 が施 されている。内 面には同心円 叩 き目が明瞭 に観察 される。焼成 は普通で内

外面共に白灰色 を呈す る。胎 土は密で、まざ り気 がない。

甕 （4） 溝 内 よ り出 土した甕 の破片である 。器肉は6mmと 薄 手で ある。 外面 には 重複 して

平行叩 き目 と、 大きな同心 円叩 き目が明瞭 に残 る。 内面には 手持 ちヘラケ ズリ痕 、ナ デが

観察で きる。 焼 成は普通、胎 土は密で砂粒 がわず かに混入 し、白灰色を呈す る。

甕 （5） 溝 内 よ り出 土した甕 の破片である。外 面 には平行叩 き目 を施 した 上に3～4本 の

平行沈線 を巡 ら しているの が観察 される。内 面には同心円叩 き目の後、ヘ ラナ デ調整が施

されている。焼成は普通、胎土 は密で砂粒 をわずか に含み、内外 面共に白灰色 を呈する。

第12表 第3号 溝出土土器一覧表

第4号 溝 跡 （第38図 、 第13図 版 ）

〔検 出状 況 〕 本 遺跡 調 査区 内 最 南 東端 に当 り、C－14、15グ リ ッ ドに位 置 す る 。 第3号 溝 、

第5号 溝 に よ っ て 切 られ た状 態 で検 出 され た 。 検 出 面は 第III層 で あ る。

〔規模 ・方向 〕C－14グ リ ッ ド内 第5号 溝 に 平 行 し、 東に 延 び な が ら直 角 に 南 へ 折 れ る。

傾斜 は 西 か ら 東 へ 、 そ して 南 へ 折 れ て隈 戸 川 に流 れ込 む もの と思 わ れ る 。溝 幅 は 広 い所 で

36cm、 狭 い 所 で18cm、 深 さは12cm～15cmを 測 る。
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〔覆土〕2層 に分け られる。第1層 は砂粒の 多い黒褐色土、第2層 は暗褐色土の 自然堆積

である。

第38図 第4、5号 溝跡
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〔断 面 形 〕 Ｕ字状 を呈 して お り、 西 側 で は法 面 の 角 度 が120° と Ｖ字 形 に近 い 。東 側 で は 角

度 が145° と なだ ら か な 立 ち 上が り を も っ て いる。

〔遺 物 〕 遺 物 は 出 土して い ない 。

第5号 溝跡 （第38図 、 第13図 版 ）

〔検 出 状 況〕C－14、15グ リ ッ ドに わ た って検 出 され た 。本溝 跡 は 第4号 溝 の 南側 に接 近

し、 ほ ぼ平 行 して 延 び て い る。 第4号 溝 跡 を 一部 切 っ て い る。 検 出 面 は 第III層 で あ る。

〔規 模 ・方 向〕 溝 の 長 さは13．1m。 幅 は広 い所 で60cm、 狭 い所 で35cm、 深 さは55cmと 深 い。

傾 斜 は 、 西か ら東 へ 、 そ して 南 へ 直 角 に折 れ隈 戸 川 に 流 れ込 む もの と推 定 きれ る。

〔覆土〕 西側は5層 に分けられた

複雑 な堆積が観察 された。南側は

3層 に分けられた 自然堆積の状態

を呈している。

〔断面形〕 Ｕ字状 を呈 しており、

法 面は西側、南側 と も100°と直角

に近い角度 をもち、急な立ち 上が

りを呈してい る。

〔遺 物〕 溝内か らの遺 物は出 土し

ていない。

第6号 溝跡 （第39図 、 第14図 版）

〔検 出状況〕B－14、C－13、D

－12グ リッドにわた って検出 され

ている。本遺構は第4号 住居跡東北

コーナー部分 を切 り、第2号 建物

跡 の柱穴の間を通 り、第2号 遺構

（SX－02）の溝 に直 交する状態 で

検 出 された。検 出面 は第III層であ

る。

〔規模 ・方向〕 第4号 住居跡と重

複 されているが、第2号 遺構溝 か

ら東南へほぼ真 直 ぐに延 び隈戸川 第39図 第6号 溝 跡
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に流 れる傾斜 を呈して いる。溝 の全長は13m、 幅25cm～35cm、 深 さは15cm～17cmを 測 る。

〔覆 土〕2層 からなり、 黄黒褐色土、黄褐色土 に分け られ 自然堆積 を呈 してい る。

〔断面形〕 全体的 に丸み をおびたＵ字状 を呈 してお り、法角度 は130°の立 ち 上がりを呈し

ている。

〔遺物〕 遺物は出土 してい ない。

第3節 掘 立 柱 建 物 跡

調査 区内の北部 を除 くほぼ全域 にわたって、建物跡 と思われ る柱痕 を伴う掘り方 を含むピット

群 が散在す るのが確認 された が、建物遺構 と して全体の規模 が推 測 されるものが11棟 の為、そ

れらを第1号 建物跡から第11号 建物跡 と した。柱 穴から特別 な遺 物は検出 され なかった。

第1号 建物跡 （第40図 、第15図 版、第13表 ）

D－12、13グ リ ッドにかけ て検 出され、4号 住居の真北 に位 置す る。規模は 東西に4．64m、

南北 に2．3mを 測 り、東西方向 にのびる柱 列は、南北軸方向N－1°－Eを 示 しほぼ直 交する。掘

り方埋 土は暗黒 褐色土であ り、柱穴 との分 層は困難であった。

第13表 第1号 建物跡 ピ ッ ト形 態表

第2号 建 物 跡 （第41図 、 第16図 版 、 第14表 、 第15表 ）

9号 住 居 の 北 西 に位 置 し、 規 模 は東 西 に6．04m、 南北 に3．3mを 測 り、東 西 方 向 にの び る柱

列 は、 南 北 軸 方 向N－10° －Wを 示 す。3号 溝 との 新 旧 関係 は溝 と掘 り方 が切 り合 い を示 し建物 の

方 が古 い と 考 え られ る。 掘 り方 埋 土 は2層 か ら な り、1層 は 黒 褐 色 土で 、若 干 の 焼 土 粒 が見 ら

れ 、2層 は 明 褐 色 土で あ る。 またP1とP7の 柱 穴 間 にP8が 検 され 、 一直線 上にP8、P9、P10、P11の

各柱 間 距 離 約1．8mを 測 る柱 列 が確認 され た が、 それ に対応 す る柱 穴 が末確 認 の 為P8、P9、P10

P11と を線 で 結 ん だだけに 止 め た 。P12内 か らは 須 恵 器 （甕 ） の 破 片 が 一点 出 土 し、遺 構 確 認 面 か
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らは須恵器の破片 が2

点出土 して いる。

須恵器 （第42図 、第

35図 版）

鉢 （1） 建物跡付

近よ り出土 した鉢

の口縁 部 と体部の

一部の破 片 を復元

実測 した。体部は

球状 に膨 むが口縁

部 は内湾 している。

口縁部 には自然釉

が観察 される。外

面 には、 ロ クロ成

形 による稜線 が観

察 され、内 面には

水挽 き痕 が明瞭 に

見 られ る。焼成は

良好、胎土 には砂

粒が 多量混入 して

いる。 色調は内外

面共、青灰色 を呈

する。推 定口径14

．5cmを測 る。

壼 （2） 建物跡付近遺構確 認面 より出土 した壺 の肩 と思 われ る破片 を図 上実測 した。内外

面共に ロクロ成形である。 自然釉が 一部 に観 察 される。内面 には頸部 との貼付痕 が観察 さ

れ、一部 に指紋が見 られ る。焼成は良好 で、胎土は堅緻で あ り砂粒 を若干含 む。色調は青

第14表 第2号 建物跡 出土土器一覧表

第40図 第1号 建物 跡
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灰色 を呈す る

甕 （3） 建物跡 の柱 穴P12内 より出 土 した破片で、大型甕 であろうと思 われる。器肉は1．7

cmと 厚い。外面 には叩 き目が明瞭 に見 られ、内面 には青海波紋 が観察 される。焼成は良好

で胎土は緻密で あ る。色調は白灰褐 色 を呈する。

第3号 建物跡 （第43図 、第17図 版、 第16表 ）

C、D－10、11グ リッ ドにかけて検 出 され、第2号 遺構 と第4号 建物 との間に位 置す る。構

造 は 、 東 西2間 、南 北

3間 で 南北 に長 い 建 物

で あ る と考 え られ る。

全 体 規 模 は北 辺3．3m、

南 辺 で3．3m、 東 辺 で

5．1m、 西 辺 で4．8mを

測 り 、 各柱 間の 寸 法 は

北 側 柱 列 で1．7m＋1．6

m、 南 側柱 列 で1．6m

＋1．7m、 東 側柱 列 で

2．8m＋2．3m、 西 側 柱

列 で1．6m＋1．6m＋1．6

mを 測 る。 建物 方 向 は 、

南 北 軸 方 向N－15° －W

を示 す 。 掘 り方埋 土 は

2層 か ら な り、1層 は

黒 褐 色 土 でサ ラ サ ラ し

て お り 、2層 は 白 黄 色

粘 土 粒 ま じりの黒 褐 色

土 で あ る。

第41図

第2号 建物跡 〓
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第42図 第2号 建物跡出土遺物実測図

第15表 第2号 建物跡ピット形態表
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第4号 建物跡 （第44図 、第18図 版、第17表 ）

本建物跡 はB～C－9～10グ リ ッドにかけて検 出 された。この遺構 の地形は開田造成 によっ

て東西に落差 を有 する

地 形である。遺構 検 出

面は第4層 上面 である。

プ ランは南北5．1m東

西が7．0m（3間 ×4

間）の建物で南北 軸線

方向は直北 を向 く。

柱穴の平面形 は平均

して不整形で あ り、柱

痕 はP1、P2、P3、P4、

P5で 検出 したが南側 の

柱 列にピットを2個 は

検 出する事 がで きなか

った。掘 り方内覆 土は

2層 から3層 に分 け ら

れ る。遺構 に伴 う遺物

は出土 してい ない。

第16表 第3号 建物跡 ピッ ト形態 表

第43図 第3号 建物跡
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第5号 建物跡 （第45図 、第19図 版 、第18表 ）

遺跡 の ほぼ中央、南寄 りのC－8グ リッ ドに検出 された掘 立柱建物跡 であ る。検出面は第4

層の黄黒褐 色 土で ある。付近 に柱痕 に伴 う掘 り方を含む ピッ ト群が散在するが、 全体の規模 を

とらえることがで きたのは、南北3間 （5m） 東西2間 （3．6m）の建物跡 で東辺の軸線 方向 は

N－18°－Wを むいている。P10 、P11、P12は柱 列 と しては、わず かに逸れるが、建物跡 に付随 する柱

穴 と して記 した。遺構 に伴 う遺物 は出土 して いない。

第44図 第4号 建物跡
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第17表 第4号 建物跡 ピッ ト形態表

第6号 建 物 跡 （第46図 、 第19図 跡 、

第19表 ）

C～D、7～8グ リ ッ ドに か けて

検 出 され 、 第2号 住 居 の北 東 に位 置

す る。構 造 は 東西2間 、 南 北2間 で 、

全 体 規模 が北 辺3．8m、 南 辺3．6m、

東 辺 は推 定5．6m、 西 辺5．8m、 格

柱 間 の 寸 法 が 、北 側 柱 列1．5m＋2． 、

m、 東 側 柱 列2．1m＋1．5m＋ 推 定2

m、 西 側 柱 列3．3m＋2．5mを 測 る為

建 物 跡 と断 定 す るこ とに 無 理 が あ る

が、 一 応 柱 穴 を結 び、 第6号 建 物 跡

と した 。 建 物 方 向 は、 南 北 軸 方 向N

－40°－Eを 示 す。掘 り方 埋 土 は2層 か

らな り、1層 は 黒 褐色 土 に若 干 の炭

化物 が混 入 し、 さ らっ と して い る。

2層 は しっ と り した粘 土 ま じ りの 黄

黒褐 色 土 で あ る。

1． 黒褐色土 （砂粒混入、サラサラしている）

2． 黄褐色 土（粘土粒混入、粘性あり）

第45図 第5号 建物跡
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第18表 第5号 建物跡 ピ ッ ト形態表

第46図 第6号 建物跡

―72―



第3章 第3節 掘立柱 建物跡

第19表 第6号 建物跡 ピッ ト形態表

1．暗黒褐色土
（砂粒多量

混入）サラ
サラして、

ややしまり

悪い。
2．黄黒褐色土

（砂粒混入）

しまりがな
い。

3．灰茶褐色 土
（砂質土）

第47図 第7号 建物 跡
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第7号 建物 跡 （第47図 、第20図 版 、 第20表 ）

E～F、5～6グ リ ッ ドにか け て検 出 され、第1号 住 居跡 に平 行 して約11m北 に位 置 す る。 構

造 は 東 西5間 、 南 北3間 で、 全体 規 模 は東 辺4．5m、 西 辺4．8m、 南 辺6．3m、 北 辺6．3mを

測 り、 東 西 に長 い 建 物 と 考 え られ る 。 各 柱 間 の 寸法 は 、 北 側 柱 列1．2m＋1．4m＋1．2m＋1．4m

＋1．1m、 南側 柱 列1．2m＋1．4m＋1．4m＋1．1m、 東 側 柱 列1．5m＋1．5m＋1．5mを 測 り、 西 側

柱 列 に お い ては 、P14とP1の 間 に柱 穴 が 検 出 され な か っ た 。 建 物 方 向 は 、 南 北 軸 方 向N－4° －Wを

示 す 。掘 り方 の形 状 は ま ちま ちで あ る。 掘 り方埋 土 は3層 か ら成 り、1層 は 砂 粒 が 多量 混 入 の

サ ラ サ ラ した 暗 黒褐 色 土 で、2層 は砂 粒 と粘 土混 りの 黄 黒 褐 色 土 で、3層 は 砂 質 の灰 茶 褐 色 土

で あ る 。

第20表 第7号 建 物 跡 ピ ッ ト形 態 表

第8号 建物跡 （第48図 、第20図 版、 第21表 ）

本 遺構 はD～E、3～4グ リッ ドにかけて検出 した掘 立柱建物跡で ある。付近 に掘 り方 を含

む柱 穴群 が散在す るが、全体的 な平面 規模は南北 が3間 （6．1m）東西が2間 （3．3m）を測 る

東 西 に長 い建物跡 であ る。P1、P2の 間 には柱穴を検出 す る事ができなかった。

柱 穴 はやや不整の 円形 を呈 してい る。間尺は各間 と も統一性 に欠け るが平均 して1．8m～2．1

mで ある。柱穴覆土 は黒褐色土、黄黒褐 色土の2層 に分け られる。建物方 向N－31°－Eを 向いて

いる。

遺 物 は出土 していない。
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第48図 第8号 建物跡）

第21表 第8号 建物跡 ピッ ト形 態表

第9号 建物跡 （第49図 、第20図 版、第22表 ）

本遺構はD～E、2～3グ リッ ドにかけて検出 された建物跡 で、第1号 溝の北側 に位 置 し、

第3号 遺構 を切 った状態で検出 された。遺構 検出 面は第4層 上面 であ る。付近 に柱 穴群が散在
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す るが、プラ ンは南北

3間 （5．9m）東西3間

（4．0m）を測 る南北 に長

い建物跡 と考 え られる

が、間尺 が不統 一であ

り疑問 が残 るが、一応

建物跡 として報告す る

こととした。南北柱列

西辺の軸線 は真北 を向

く。

柱穴は平均 して、不

整円形 を呈 しており、

柱痕 を確認 で きたのは

P6、P13の2個 で ある。

柱穴覆土 は黄黒褐色土

の 自然堆積 をしてお り、

全体的に しま りがない。

遺物 は出土 していな

い。

第49図 第9号 建物跡

第10号 建物跡 （第50図 、第21図 版、第23表 ）

本遺構 は第1号 棚列の北側 に位置 し、F～G、4～5グ リッ ドにかけて検出 した建物跡 であ

る。柱穴が まわ りに数多 く散 在 しているため、プ ランの全体像 を把握することが困難であった

が、柱穴の深 さ、間尺との関連 からみて2間 ×2間 （3．2m×4．2m） の建物跡 と考 えられる。

P9は 深 さ21cmを 測 るが、P1～P10は すべて33cm～50cmと 深 い。東 側柱列の軸線 はN－49°－Eで あ

る。

柱穴の形態 は平均 して円形 を呈 し、柱穴覆土 は1層 ～2層 に分 け られ、 自然堆積 である。

遺物はP10柱 穴よ り出土 して いるが、小片で図化 で きるもので はな く、時期 も不明 である。
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第22表 第9号 建 物跡 ピッ ト形態表

1－1．黒褐色土 （粘土粒混入、砂粒若 干混入、しまりが強い）

1． 黒褐色土 （砂粒混入、サラサラしている）

2． 黄黒褐色 土（粘土粒多量混入、粘性あり）

3． 黄褐色土 （粘土質）

第50図 第10号 建 物 跡

第11号 建 物跡 （第51図 、第21図 版 、 第24表 ）

C～D、5～6グ リ ッ ドよ り検 出 され 、1号 住 居 跡 内 に位 置 す るが 、1号 住 居跡 を切 っ て構

築 さ れ て い る所 か ら、 新 旧関 係 は 、11号 建 物 の 方 が新 し い と 考 えられる。また1号 住 居 跡 カ マ ド

の 右 袖 を、P6が 切 っ て構 築 され て い る。 構 造 は 南北 に1間 、東 西 に2間 で 、 全 体規 模 は北 辺2．6

m、 東 辺2．6m、 西 辺2．6mを 測 り、 正 方形 を呈 す る 小 規 模 な建 物 と考 え られ る。北 側 柱 列1．3

m＋1．3m、 南 側 柱 列1．3m＋1．3mを 測 り、 東側 （P1～P2） 、西 側 （P4～P5） に お いて は 柱 間 に柱
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第51図 第11号 建物跡 〓

第24表 第11号 建物跡 ピ ッ ト形態表

穴 を見 ない。建物 方向はN－11°－Wを示 す。

1号 住 居跡 の平面実測完 了後、 主柱穴 を確 認

中、本遺構 の存在に偶然 気付いた為、地 層の

断面観察 は記録で きなかったが、掘 り方埋 土

は砂質 の黒褐色 土である

第3章 第3節 掘立柱建物跡

第23表 第10号 建物跡 ピ ッ ト形態表
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第4節 土 坑

第1号 土坑 （第13図 、第22図 版）

〔検出状況〕F～G、10～11グ リッ ドに位置 し、第5号 住 居跡 を切 り、第3号 溝 に切 られ

て い る。検出面は第4層 面であ り、第5号 住居跡 の平面 プ ランの検出作業 によって検出 し

た土坑 である。

〔プ ラ ン ・規模 ・方向〕 第5号 住居跡 、第3号 溝 との重複 によって測定 は困難だが、残存

の 大 きさは2．9m×2．0mを 測 る不整形 を呈す る。最大深 部は検出面 か ら50cmで ある。

〔覆土 〕4層 からな り、自然堆積状 態 を呈 する。第1層 は黄黒褐色土 、第2層 はほとんど

砂 質の灰褐色土、3層 は暗黒褐色 土、4層 は砂粒混入の黄褐色土である。

〔壁 ・底面〕 底面は比較的平坦 で叩 き しめ られた様子 は ない。壁 の立 ち上が りは緩やかで

鍋底状 を呈する。東側 は第5号 住 居跡 との近接 によって、急 な立ち上 が りを示 し、住居跡

との関連 からみて、貯蔵 穴とも考 えられ るが、出土遺物 が殆 どな く、土坑 の性格づけは困

難 で ある。

〔遺物 〕 出土 していない。

第2号 土坑 （第52図 ）

〔検 出状況〕E－4グ リッドに位置す る遺構 である。検出面は第4層 面の黒褐色土である。

第7号 住居跡 の近 く、南西側 に当 り、始 めは住居跡の可能性 が強 く、遺構 の確認作業 を続

けた結果、本遺構の みの検 出に終 った。

〔プ ラン ・規模 ・方向〕82cm×88cmを 測 る円形の焼土で ある。

〔覆土〕 断 面観察では大別 して3層 に分け られ、 自然堆積 を呈

し、2層 面 か ら多量の炭、焼土 が出土 した。底面 は叩 きしめた

様子 はない。

〔遺物〕 遺 物は出土 していない。

第3号 土坑 （第53図 、第22図 版）

〔検出状況〕F－3グ リッ ドに位 置す る。検出面 は3層 面上に

おいて遺構 の検出作業中焼土 を検 出 し、 カマ ドの煙道 を想定 し、

確認作業 を行 った結果、本遺構 のみで終 った。

〔プ ラン ・規模 ・方向〕42cm×78cmを 測 る隅 丸長方形 を呈 し、

深部は19cmあ り、断面形 はカマ ド煙出部 とも考 え られる。煙道

先端ピ ッ トは38cm×40cmを 測 る不整円形 を呈 し、長軸線 はN－

23°－Eで ある。

1． 黒褐色土 （焼土粒混入）粒子粗い

2． 赤褐色土 （炭・焼土 ・多量混入）

3． 黄褐色土

（粒子細 かく、若干のローム粒混入）

4． 黄黒褐色土

5． 粘土ブロ ック

第52図 第2号 土 坑 ）
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〔覆土〕5層 からな り、自然堆積 を呈する。 第

3層 面で焼土 、灰、 と鳥骨 と思 われるものが 多

量に出土 した。本遺構 は全体的 に、焼 土、炭化

物 が多く検出 された状態 か らみ て長期間 にわた

って、火 を焚 いた施設 と思 わ れる。

〔遺物〕 細 か い鳥骨 が出 土 しているがその他 は

何 も出土 して いない。

第4号 土坑 （第54図 、第22図 版 ）

〔検出状況〕D－4グ リッ ドに検出された遺構

で、検出 面は第3層 面であ る。

〔プ ラ ン ・規 模 ・方向 〕 平 面 形 は 楕円 形 を呈 し、 底 部 に 三角 形 の ピ ッ ト1個 を持 つ 。 プ ラ

ンの大 き さ は82cm×73cm 、 深 さは浅 い所 で18cm、 中心 ピ ッ トの 深 部 は30cmを 測 り、 内 部 、

底部共叩 き しめられてお り、底部 は平坦であ る。

〔覆土〕2層 からなり、自然堆積 を呈する。

〔遺物〕 遺物 は出 土していな い。

第5号 土坑 （第55図 、第22図 版 ）

〔検出状況〕D－5グ リッ ドに位置 し、第4号 土坑 より1．6

m東 南の距 離 に当 る。検出 面は第3層 面であ る。

〔プ ラ ン ・規 模 ・方 向〕91

cm×79cm、 深 さ52cmを 測 る。

平面形 は 楕 円 形 を 呈す る。

底 部 に小 ピ ッ ト1個 を持 ち

径12cm、 深 さ34cmを 測 る。

〔覆 土〕3層 か らな り、1

層2層 共黒褐 色土 を呈し、3層 、 ピッ ト内の覆 土は黄褐色

土で自然堆積 の状態 を呈する。

〔壁 ・底面〕 壁の立 ち 土が りの角度は118°と緩 や かであ り、

内面、底部 は固 く叩 きしめられ、す り鉢状 を呈 している。

〔遺物〕 遺物 は出 土していない。

第6号 土坑 （第56図 、第22図 版）

〔検出状況〕D－5グ リッドに位 置 し、第5号 土坑 よ り1．65

m東 南の距離 に 当る。検出面は 第3層 面である。第4号 土

第53図 第3号 土坑

第54図 第4号 土坑

第55図 第5号 土坑
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坑 、 第5号 土 坑 、 第6号 土 坑 の 距 離 は同 間 隔 で あ る 。

〔プ ラ ン ・規 模 ・方向 〕 上 面 は1．2m×0．8m、 底

面 は1m×0．7m、 深 さは12cm～25cmを 測 り不 整 形

を呈 して い る。

〔覆 土 〕2層 か ら な り、 自然 堆 積 ら しい層 位 を示 す 。

〔壁 ・底面 〕 壁 の 立 ち 上が りは 一部 直 角 に近 い急 な

立 ち 上が りを 示 す が 、 その他 の 角 度 は150° と緩 や

か で あ る。 底 面 は 、 ほぼ 平 坦 であ るが 、片 側 に65cm

×74cmの ピ ッ ト状 の くぼ み を呈 す る。

〔遺物 〕 遺 物 は 出土 してい な い 。

第7号 土坑 （第57図 、 第22図 版 ）

〔検 出状 況〕E－5グ リ ッ ドに位 置 し、 検 出 面 は 第

4層 面で あ る。

〔プ ラ ン ・規 模 ・方 向 〕 上面 は90cm×62cm、 底 面 は

66cm×44cm、 深 さ10cmと 浅 い。 プ ラ ンは 隅 丸 長 方 形

を呈 して い る。

〔壁 ・底面 〕 壁 面 の 立 ち上 が りは150° の 角 度 を も ち

「逆 台形 」 を 呈 して い る。 底 面 は 平 坦 で あ り、 固 く

叩 き しめ ら れ て い る。 遺物 は 底 面 に貼 り付 い た状 態

で、2点 検 出 された。

〔覆土〕1層 で ある

が自然堆積 を呈 して

いる。

〔遺物〕 底 面 よ り、

土師器の杯 、甕 の底

部が出土 した。

土 師器 （第58図 、 第35

図版 ）

甕 （1） 土坑 内 より

出土 した甕の底部 で ある。

底部 が突出し体 部 との境

に くびれ を有 し、体部 は

第56図 第6号 土坑

第57図 第7号 土坑実測図 第58図 第7号 土坑 出土 遺物
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直線 的 に外反する と思 われる。外面 底部 には木葉痕 が見 られ、体部下 半には手持 ちヘ ラケズ リ

の後、 ヨコナデが施 されている。内 面は全体に手持 ちヘ ラケズ リ、ナデが施 されては いるが、

概 して作 りは粗 い。 底径7．8cmを 測 る。

杯 （2） 土坑内 よ り出土 した杯 の底部である。底部 は丸底風平底 を呈 し、外面には手持 ち

ヘ ラケズリが観察 され る。内面 には放 射状 のヘ ラミガキが観察 され、その後 、黒色処理 が施 さ

れてい る。非 ロクロ成 形である。底部 に 「×」の線 刻 が見 られる。焼成 は良好。胎土は密 で堅

緻 で ある。外面色調 は灰褐色を呈す る。

第8号 土坑 （第59図 、第5図 版）

〔検 出状況〕C－ グリッドに位置 し、第4号 住居 跡、北東 コーナー床面上 に検出 された遺

構 である。住 居跡内 床面 上の焼 土 を除 去し、柱穴 検出作 業中 におい て、焼土直 下に検 出 さ

れた。

〔プラ ン・規模 ・方 向〕 第6号 溝 に切 られ、測定 は困難で あるが、残存の大 きさは2．2m

×2．5m、 深 さは60cmを 測る不整形 を呈する土坑 で ある。

〔覆土〕 大別 して5層 に分けられ、 自然堆積 を呈 す る。土坑内に掘 り方 を持 った柱穴 が2

個検出 され、断 面観察 によると、 ある時期 に、土坑 を埋土 し柱 を構 築 したものと考 え られ

る。

〔壁 ・底面〕 壁 は急 な立 ち上が りを呈 し、底面は 平坦であ り、叩 きしめ られた様子 はない。

住 居跡の北東 コーナー部の施設であり、関連か らみ てあ る時期 の第4号 住 居跡 に付随す る貯

蔵 穴 とも考 えられ る。

〔ピッ ト〕2個 検 出 され、 いず れ も掘 り方 をもつ柱 穴であ り、第4号 住 居跡の ある時期 の

主柱痕 と考 えられ る。P1は 掘 り方 が70cm×80cmを 測 る不整長方形 を呈 し、柱痕が30cm位 の

丸柱 と考 えられ る。柱穴の深部 は1．1mを 測る。P2は 掘 り方が55cm×60cm、 深部は65cmを

測 る不整方形 を呈 す る。

〔遺 物〕 遺物は出 土 していない。

第25表 第7号 土坑 跡出土土器一覧表
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第5節 そ の他 の 遺 構

第1号 遺構 （第4図 、第23図 版）

〔検出状況 〕 遺跡の西南 部 に位置 し、B－4～5、C－4～5グ リッドよ り検 出 した円形

遺構 で、第1号 住 居跡 を切 った状態で検 出 された。検出面 は耕作土の直下暗 黄褐色土の第
にお

3層 であ る。 この遺構 は前回 試掘調査 （昭和54年 ）によって、近代以後 の稲堆 の排水溝跡

と確認 されたものである。

〔プラ ン ・規模 ・方向〕 径 が4．4m×4．9m、 溝幅45cm、 深 さ15cmを 測る楕 円形 を呈する環

第59図 第8号 土坑
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状遺構 で ある。

〔覆 土〕2層 からな り、第1層 が黄黒 褐色土、第2層 が黒褐色土 を呈 し、自然堆積で あ る。

〔ピ ッ ト〕 中心 に柱 穴状 のピッ トが1個 検出 して いる。1m×0．4mの 不整形 を呈 し、深

さ55cmを 測 る。 ピッ トの覆土は4層 に分け られるが攪乱状態で観察 され た もので稲堆 の中

心杭跡 を埋戻 した土 と考えられ る。 ピ ッ ト底部 に機械油 と思 われる液体 がわずかに観察 さ

れた。

〔断 面形〕 溝断面はU字 状 を呈 し、底 面は平坦であ り法 面は角度が120°となだらか な立 ち

上 が りである。

〔遺物〕 溝内よ り3点 の土師器が出土 しているが、 いず れも小片 であ り図化で きるもの で

は ない。

第2号 遺構 （第60図 、第23図 版、第26表 、第27表 ）

〔検出状況〕D－11、12グ リッ ドに かけて検出 した環状 遺構である。検 出面は黄黒 褐色土

の第3層 である。 第1号 遺構同様 に稲 堆の排水溝 と も考 えられるが、規 模 も大 きく、疑問

が残 る。

〔プ ラ ン ・規模 ・方向〕 外径が6．4m×6．3m、 溝幅 が0．5m×1m、 深 さ28cmを 測 り不

整円 形を呈 している 。

〔覆土〕2層 からな り、第1層 は砂粒 が多量に混入 された黒褐色土、第2層 が砂礫 を含む

黄褐色土で、自然堆 積 を呈してい る。

〔ピ ッ ト〕 柱穴 と思 われるピッ トが12個 、土坑状の ピ ッ トが2個 検 出 した。P1～P5ま での

柱 穴は柱痕 も観察 され、掘 り方 をもち柱 間が約1．8mと ほぼ等 しく建物跡 とも考えられ る

が、対応する柱穴は検 出する事がで きなかった。P12、P13は厚 い粘土 層 が覆 いかぶ った状態

に堆 積 されており、 大 きさは未確認 で終 った。

〔断 面形〕 ほぼ 「逆台形」状 を呈 して い る。西側では法 面の角度は100°、東側では法 面の

角度 が110°とやや直角 に立 ち 上がって いる。

〔遺物〕 溝覆土中の第1層 か ら45点 出土 しているが、 いずれも小片 であ り図化で きた もの

は4点 である。

土 師器 （第61図 、第35図 版）

甕 （1） 遺構溝 内 上層 部より出土 した甕 の口縁部 、約1／6を図 上復元実測 した。非ロ クロ成

形 であ る。頸部で垂直 に立 ち上がり、 口縁 部 で大 きく直線 的 に外反する。外 面 口縁部には ヨコ

ナデ、 手持 ちヘ ラケズ リが施 され、頸部 には ハケ目が巡 らされているのが観 察 される。内 面 に

は、 かす かにヨコナデ、手持 ちヘラケズ リが 見られ、ヘラ調整がなされて い る。焼成は普 通、

明橙褐 色 を呈 し胎土 はやや荒いが、 まざ り気 はない。推定 口径21．5cm、推定頸 径16．5cmを測 る。
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第60図 第2号 遺構
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須恵器 （第61図 、第35図 版）

甕 （2） 遺構 溝内より出土 した大甕 と思 われ る肩部 から頸部 にかけての破 片で、 ロクロ成

形で ある。肩部 との貼付部が観 察 で きる。外面 には6本 の波状紋 が、 またその下 方 には一条の

線 が巡 らされてい る。内面には内面貼付調整が施 されている。

壺 （3） 遺構溝2層 面よ り出土 した壺の破 片 を図上復元実測 した。体部中央 の一部 と考え

られ内外面共 にロ クロ成形であ る。外 面に緑色 の釉 が、かけられ てい る。焼成 は良好胎 土は荒

く砂粒 を含む。外 面は緑褐色、 内面 は灰褐色 を呈す る。

甕 （4） 遺構溝 内より出土 した （2） と同形 の大甕 と思 われ る口縁部破片 を図上 実測 した。

頸部 から直線的 に急 な外反を呈 して いる。口縁端 部 に下方返 りが あ り口唇部 に一条 の線 が見ら

れる。外面体部 には6本 の波状紋 が巡 らされ2本 の沈線が施 されて い る。内面は ロ クロ成形 の

後 、ヘラ調整が施 されている。焼 成は良好、胎土 は緻密で堅い。色調 は灰色 を呈す る。推定 口

径32．5cmを測 る。

第61図 第2号 遺構 出土遺物

第26表 第2号 遺構跡出土土器一 覧表
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第3号 遺構 （第62図 、第28表 ）

〔検出状況〕 遺跡 の西端部のD－3グ リッ ドに位 置 し、第9号 建物跡 と重複関係 に当る。

検出面は第4層 上面の黄黒褐 色土で ある。

〔プラン ・規模 ・方向〕3．7m×2．3m、 溝の深 さ20cm～40cmを 測 る不整形 を呈す る遺構 で

ある。周囲 が溝状 を呈 した環状 遺構である。

〔覆土〕 分 層す ることが困 難 な土で あり、黒褐 色土 に黄色粘土 ブロ ックが混入 した土が堆

積 してい る。

〔ピット〕 遺構 上に5個 の柱 穴 と思 われ るピッ トが検出 されたが、P1、P3、P4は 第9号 建

物跡 に該当す るが、その他は配置 が不統一で ある。P3、P4の 柱 穴の大 きさは未確 認 である。

〔断面形〕 中 心の土が

溝内に覆 いかぶ さるよ

うな状態 を呈 している。

外側の溝で は法面 が130°

の角度 で立 ち上 がり、

内側では奥壁 にめり込

んだ状態 を呈す る。

〔遺物〕 遺 物 はなにも

出土 してい ない。

第27表 第2号 遺 構 ピッ ト形態表

第62図 第3号 遺構 〓
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第1号 棚列跡 （第63図 、第21図 版、第29表 ）

E～F、4～5グ リッ ドにかけて検出 された柱列で、北西へ5．3m離 れて農 道 に沿って検出

された柱 列 と相対 し、まった く平行 に位置す る。P1～P7ま での内、P5は 第10号 住 居跡の柱穴 と

重複関係 にある。柱穴距離 は不統一であるが、鮮明 な掘 り方様 を呈 し、一直線 上 に並ぶ為、一

応、第1号 棚列 と して説明す ることにした。掘 り方埋土 は2層 か らなり、1層 は砂粒混入のサ

ラサ ラした黒褐色土で、2層 は黒色土に粘土 混 りの黄黒褐色土 で ある。

遺構の南北軸方向はN－50°－Eを 示す。

第28表 第3号 遺構ピッ ト形態表

第63図 第1号 棚列

第29表 第1号 棚列跡 ピッ ト形 態表
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第3章 第6節 遺構 外 出土遺物

第6節 遺 構 外 出 土 遺 物

表土 及び、包含層 か ら出土 した土器片 の数 は74点 とか な り多いが、いずれ も小片のため図化、

実測 で きた物 は少 な く、E－4グ リッ ド、C－8グ リッ ド付近 から出土 した甕片2点 、また第

3層 遺構確認面精査作 業中 に出土 した石1点 の、わずか に3点 のみが実測可能 な物であった。

しか しこれ ら3点 とも、住 居跡 との関連 は不明であ る。

土師器 （第64図 、第35図 版 、第30表 ）

甕 （1）E－4グ リッ ド付近 より出土 した甕の底部 、約1／3を図上復元実測 した。底部は平

で垂直 に立 ち 上り、体部 は外反する形 を呈 すると思 われ る。外 面底部 には全 面にナデ調整が施

されて いる為、仕上 りが丁寧である。底部 と体部 との境 に陵線 を有 し、手持 ちヘ ラケズ リ痕 と

ヨコナ デが観察 される。内面 には、浅 い手持 ちヘ ラケ ズ リ痕 とヨコナデが入 念に施 されて いる

ため器面の仕上 りは外 面同様 に丁寧 である。推定底径約9．8cmを 測 る。

須恵 器 （第64図 、 第35図 版、第30表 ）

甕 （2）C－8グ リ ッド付近の確認 面

よ り出土 したロクロ成形 による中世 陶器 と

思 われ る。小破片 のた め器種の判断は困難

であ る。陶土の中に微粒黒石砂粒が見 られ

る。外 面色調は灰色 、内面 は黒褐色 を呈す

る。

その他の出土遺物

石 （3） 第3層 遺構確認面精査作 業中

に出土 した石である。一部 に幅1．8cm×1．5

cmの 二枚 貝の化石の跡 が見られる。幅9．9

cm、 長 さ10．4cmを測 る。

第64図 遺構 に伴 なわない

出土遺物 〓

第30表 遺構外 出土土器一覧表
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第31表 －1ピ ッ ト形 態 表
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第3章 第6節 遺構外出 土遺物

第31表 －2ピ ッ ト形態 表

―91―



第3章 第6節 遺構 外出土遺物

第31表 －3ピ ッ ト形態表
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ま と め

南町E遺 跡 は、西白河郡 矢吹町 大字柿 ノ内字南町 にある。古 代の土器が表面採 集 されるとこ

ろか ら、矢吹地 区国営総 合農地 開発 事業に伴 って、分布調査 が行 われ、南町B、C、D、Eの

遺跡が検出 された。

この度、 隈戸川、河川局部 改良工事に係 るこ とになり、南町E遺 跡の緊急 調査 が実施 された。

遺跡 は ゆ るやかな東斜 面 を程 し、隈戸川 に面 している。

この地域 は戦後の開拓 ブームにより、昭和30年 ～40年 頃、ブ ル トーザーによ り開田され、今

回の調査前 から遺構 は破壊 されていることが予測 されていた。

調査 は昭和61年7月14日 ～10月6日 まで行 われ、堅穴住居11軒 、掘立柱建物11軒 が検出 され

たが完形 な遺構 は少な く特 に竪穴住居は6号 、7号 、9号 のみ が完形であった が他は破壊がは

げ しく、遺構 の残存は2／3以下で ある。土坑 は8基 、溝跡6条 が認め られる。現 代の遺構では あ
に お

るが 「稲 推」 などが認め られた。

今回の調査 で検出 された遺構の時期 は、遺 構 に伴 う 土師 器か ら栗囲式～表杉 ノ入式の時期で

ある。 これは7世 紀前半か ら10世 紀頃と考 えられる。集落 は竪 穴住居 と掘立柱 か らなっており、

竪穴住 居跡 はI期 （栗囲式）6基 、II期 （国分寺 下層式）2基 、III期 （表杉 ノ入式 ）2基 とな

ってい る。 各時期の遺構 は、 第I期 の栗囲 式 が 多く、石背 国設置の時期と同 一期 と考えられる。

掘立柱 建物 は11基 あるが時 代は竪穴住居 よ り新 しいと考 えられる。4号 建物 跡 （3間 ×4間 ）、

7号 建物跡 （3間 ×5間 ）、9号 建物跡 （3間 ×3間 ） などの中型建物 を中心 とし、その他に掘

立建物が認 め られるが、表杉 ノ入式以降の遺物 が認 められな いところから、11世 紀以降 にはす

でに消滅 した ものと考 えられ る。

8号 竪穴 住居跡出土の硬玉 製小玉につい て、 この玉 は栗囲式 の土器 と共存 して発見 され、律

令制下の住 居跡 とされる竪穴住 居からの発見 は、古墳時代以降 に も位階の表徴 と して使用 され

たもの で あろ うか、不明 で ある。

この集落 は律令時代 には、石背国石背郡 広 戸郷 に属 した が、現 在は西白河郡矢 吹町大字柿 ノ

内に所属 している。

最後 に、 今回の調査 に ご協 力 下さいま した地元柿 ノ内の皆様 に深 く感謝 申 し 上げます。
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図 版



第1図 版

調 査前の遠景 （西北 より）

中央 ベル ト （北 よ り）
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第2図 版

遺
跡
全
景
（
南
東
よ
り）
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第3図 版

第1号 住居跡 （東 よ り）

第2号 住居跡 （東 よ り）
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第4図 版

第2号 住居跡柱 穴 （P2）

第3号 、4号 調 査状況
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第5図 版

第3号 、4号 住居跡 （西 よ り）

第8号 土坑 （SI－04内 ）
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第6図 版

第5号 住居 跡 （南 より）

第5号 住居 跡 カマ ド
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第7図 版

第6号 住居 （西 よ り）

第6号 住居跡 カマ ド
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第8図 版

第7号 住居跡 （南 より）

第7号 住 居跡 カマ ド
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第9図 版

第8号 住居跡 （南よ り）

第8号 、第11号 住居跡調査状 況
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第10図 版

第9号 住 居跡 （南 よ り）

第9号 住居跡 カマ ド調査状況
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第11図 版

第10号 住居跡 カマ ド （南 より）

第10号 住居跡 カマ ド （北 より）
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第12図 版

第1号 溝跡 （南 よ り）

第2号 溝跡 （北 より）
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第13図 版

第3号 溝跡 （南より）

第3号 、第4号 、第5号 溝跡 （東 よ り）
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第14図 版

第6号 溝跡 （東よ り）

第4号 溝 セクシ ョン第5号 溝 セ クシ ョン
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第15図 版

第1号 建物跡 （東 よ り）

第1号 建物跡柱穴

―108―



第16図 版

第2号 建物跡 （東よ り）

第2号 建物跡柱穴
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第17図 版

第3号 建物跡 （南より）

第3号 建物跡柱穴
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第18図 版

第4号 建物跡 （南よ り）

第4号 建物跡柱穴
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第19図 版

第5号 建物跡 （東よ り）

第6号 建物跡 （東よ り）
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第20図 版

第7号 建物跡 （南より）

第8号 、第9号 建物跡 ・第3号 遺構
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第21図 版

第10号 建物跡 （第1号 柵列も含む）（南東より）

第11号 建物跡 （南よ り）
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第22図 版

第1号 土坑 第3号 土坑セクション

第4号 土坑 第5号

第6号 土坑 セ クション 第7号 土坑セクシ ョン
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第23図 版

第1号 遺構 （南東 よ り）

第2号 遺構 （東 よ り）

―116―



第24図 版

第2号 遺構セ クシ ョン

第3号 遺 構
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第25図 版

1 2

3 4

5

6 7

第1号 住居跡出土遺 物 （1～5） ・第2号 住居跡出土遺 物 （6～7）
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第26図 版

1 2

3 4

5 6

7 8

第3・4号 住居跡 出土遺物
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第27図 版

1 2

3 4

5 6・7

第3・4号 住居跡 出土遺物
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第28図 版

1 2

3 4

5 6

7 8

第6号 住居跡 出 土遺物
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第29図 版

1 2

3 4

5 6

7 8

第7号 住 居跡出土遺物
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第30図 版

1 2

3 4

5 6

7 8

第7号 住 居跡出土遺物（1～6） ・第8号 住居跡 出土遺物（7～8）
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第31図 版

1 2

3 4

5 6

7 8

第9号 住居跡出土遺 物
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第32図 版

1 2

3

4 5

第9号 住 居跡 出土遺物
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第33図 版

1 2

3

4

5

第10号 住 居跡出土遺物
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第34図 版

1

2

3 4

5 6

7 8

第1号 溝跡出土遺物
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第35図 版

1 2

3 4

5 6

7

第2号 建物跡 出土遺物 （1～2）

第7号 土坑出土 遺物 （3・7）

第2号 遺構 出土 遺物 （4～6）
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